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輸送量 前年同月比

トラック
特別積合せ（千トン） 5,015 96.1%

一　般 ― 97.2%
宅配便（千個） 333,709 98.3%

輸送統計
令和元年5月分
▶国土交通省調べ

交通事故統計 事業用貨物自動車の死亡事故件数
大型 中型 準中型 普通 計

62
（2）

25
（±0）

14
（−6）

2
（−1）

103
（−5）

交通事故死者数（人）

6月30日現在 8月4日現在

1,418
（−185）

1,673
（−240）

全国の死亡
事故件数

1,386
（−182）

令和元年6月末
事業用トラック第1当事者死亡事故件数
軽貨物は除く。（  ）内は前年同月比増減数
▶警察庁調べ
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「
ホ
ワ
イ
ト
物
流
」
推
進
運
動

働
き
方
改
革
関
連
法
へ
の
対
応

４５
「
自
主
行
動
宣
言
」
へ
の

賛
同
企
業
の
募
集
が
進
む

「
時
間
外
労
働
の
上
限
規
制
」
が

来
年
４
月
か
ら
中
小
企
業
に
も
適
用
に

　

ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
で
は

ド
ラ
イ
バ
ー
不
足
が
深
刻
化

し
て
お
り
︑
ド
ラ
イ
バ
ー
の

長
時
間
労
働
の
是
正
等
の
働

き
方
改
革
を
進
め
︑
コ
ン
プ

ラ
イ
ア
ン
ス
を
確
保
で
き
る

よ
う
に
す
る
必
要
が
あ
る
︒

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
︑

昨
年
12
月
︑
議
員
立
法
に
よ

り
︑
①
規
制
の
適
正
化
︑
②

事
業
者
が
遵
守
す
べ
き
事
項

の
明
確
化
︑
③
荷
主
対
策
の

深
度
化
︑
④
標
準
的
な
運
賃

け
て
︑
施
行
に
伴
っ
て
必
要

と
な
る
関
係
省
令
・
通
達
等

の
改
正
案
に
つ
い
て
パ
ブ
リ
ッ

ク
コ
メ
ン
ト
の
募
集
が
行
わ

れ
︑
８
月
１
日
に
省
令
公
布

・
通
達
発
出
が
行
わ
れ
た
︒

改
正
内
容
の
運
送
事
業
者
へ

の
周
知
が
行
わ
れ
た
上
で
︑

11
月
１
日
に
施
行
さ
れ
る
︒

　

全
ト
協
で
は
︑
今
改
正
の

事
業
者
へ
の
周
知
徹
底
を
図

る
と
と
も
に
︑
④
標
準
的
な

運
賃
の
告
示
制
度
の
導
入
の

早
期
施
行
に
向
け
て
︑
国
土

交
通
省
と
連
携
し
て
取
り
組

ん
で
い
く
︒

　
﹁
社
会
保
障
の
安
定
財
源

の
確
保
等
を
図
る
税
制
の
抜

本
的
な
改
革
を
行
う
た
め
の

消
費
税
法
の
一
部
を
改
正
す

る
等
の
法
律
﹂
に
よ
り
︑
今

年
10
月
１
日
か
ら
︑
消
費
税

率
が
８
％
か
ら
10
％
に
引
き

上
げ
ら
れ
る
︒
ま
た
︑
引
き

上
げ
と
同
時
に
︑
消
費
税
率

引
き
上
げ
に
伴
う
低
所
得
者

対
策
と
し
て
︑
軽
減
税
率
制

度
が
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
て
い
る
︒

　

消
費
税
率
の
引
き
上
げ
に

際
し
て
は
︑
輸
送
サ
ー
ビ
ス

等
を
提
供
す
る
下
請
運
送
事

業
者
等
が
転
嫁
拒
否
や
実
質

的
な
値
引
き
強
制
等
を
受
け

な
い
よ
う
に
す
る
た
め
︑
こ

う
し
た
不
当
行
為
を
禁
じ
る

﹁
消
費
税
転
嫁
対
策
特
別
措

置
法
﹂
が
平
成
25
年
よ
り
施

行
さ
れ
て
い
る
（
参
考
２
）

が
︑
今
年
10
月
の
消
費
税
率

引
き
上
げ
に
際
し
て
法
改
正

が
行
わ
れ
︑
同
法
律
の
期
限

が
令
和
３
年
３
月
31
日
ま
で

延
長
さ
れ
て
い
る
︒

　

下
請
運
送
事
業
者
等
へ

の
︑
消
費
税
の
転
嫁
拒
否
等

の
不
当
行
為
に
対
し
て
は
︑

政
府
が
一
丸
と
な
っ
て
監
視

・
取
締
り
を
行
っ
て
い
く
こ

と
と
な
っ
て
い
る
︒

　

な
お
︑
全
ト
協
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
（
Ｈ
Ｐ
）
で
は
︑
消
費

税
の
円
滑
・
適
正
な
転
嫁
に

関
す
る
各
種
情
報
を
掲
載
し

て
い
る
︒

の
是
正
な
ど
働
き
方
改
革
を

重
視
し
た﹁
ホ
ワ
イ
ト
経
営
﹂

へ
の
運
送
事
業
者
の
取
り
組

み
状
況
を
﹁
見
え
る
化
﹂
す

る
た
め
の
認
証
制
度
創
設
等

に
つ
い
て
検
討
を
実
施
︒
今

年
６
月
25
日
に
報
告
書
を
取

り
ま
と
め
た
︒

　

新
た
に
設
け
ら
れ
る
﹁
運

転
者
職
場
環
境
良
好
度
認
証

制
度
﹂
は
︑
主
に
ド
ラ
イ
バ

ー
の
労
働
条
件
や
労
働
環
境

　

ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
の
ド

ラ
イ
バ
ー
不
足
解
消
の
た
め

に
は
︑
労
働
条
件
や
労
働
環

境
を
改
善
す
る
と
と
も
に
︑

ド
ラ
イ
バ
ー
を
確
保
・
育
成

し
て
い
く
こ
と
が
課
題
と
な

っ
て
い
る
︒

　

こ
の
た
め
︑
国
交
省
で
は

昨
年
６
月
︑
有
識
者
・
全
ト

協
な
ど
関
係
事
業
者
団
体
・

行
政
等
か
ら
な
る
﹁
自
動
車

運
送
事
業
の
ホ
ワ
イ
ト
経
営

の
﹃
見
え
る
化
﹄
検
討
会
﹂

を
立
ち
上
げ
︑
長
時
間
労
働

　

今
年
春
か
ら
︑
①
ト
ラ
ッ

ク
輸
送
の
生
産
性
の
向
上
・

物
流
の
効
率
化
︑
②
女
性
や

60
代
以
上
の
ド
ラ
イ
バ
ー
等

も
働
き
や
す
い
︑
よ
り
﹁
ホ

ワ
イ
ト
﹂
な
労
働
環
境
の
実

現
︱
︱
に
取
り
組
む
た
め
の

﹁
ホ
ワ
イ
ト
物
流
﹂
推
進
運

動
が
︑
国
土
交
通
省
・
経
済

産
業
省
・
農
林
水
産
省
が
中

心
と
な
っ
て
展
開
さ
れ
て
い

る
︒

　

同
運
動
の
主
な
目
的
は
︑

荷
主
等
の
企
業
や
国
民
等
に

広
く
同
運
動
に
参
加
し
て
も

ら
い
︑
従
来
の
﹁
運
び
方
﹂

を
見
直
す
た
め
の
具
体
的
な

動
き
に
繋
げ
て
い
く
こ
と
に

よ
り
︑
ド
ラ
イ
バ
ー
不
足
に

伴
う
国
民
生
活
や
産
業
活
動

へ
の
影
響
を
避
け
る
こ
と
で

あ
る
︒
現
在
︑
同
運
動
へ
の

取
組
方
針
や
法
令
遵
守
へ
の

　

労
働
者
が
︑
そ
れ
ぞ
れ
の

事
情
に
応
じ
た
多
様
な
働
き

方
を
選
択
で
き
る
社
会
を
実

現
す
る
﹁
働
き
方
改
革
﹂
を

総
合
的
に
推
進
す
る
た
め
︑

今
年
４
月
よ
り
﹁
働
き
方
改

革
関
連
法
﹂
が
順
次
施
行
さ

れ
て
い
る
︒

　

来
年
４
月
１
日
か
ら
は
︑

参
考
３
で
示
し
た
よ
う
に
︑

年
７
２
０
時
間
以
内
と
す
る

時
間
外
労
働
の
上
限
規
制

（
一
般
則
）
が
︑
中
小
企
業

に
対
し
て
も
適
用
さ
れ
る
︒

併
せ
て
︑
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労

配
慮
︑
契
約
内
容
の
明
確
化

・
遵
守
︑
運
送
内
容
の
見
直

し
等
を
内
容
と
す
る
﹁
自
主

行
動
宣
言
﹂
へ
の
賛
同
企
業

の
募
集
が
進
め
ら
れ
て
い
る
︒

　

今
年
10
月
に
は
︑
第
１
回

目
と
な
る
賛
同
企
業
数
・
取

組
状
況
等
の
集
計
・
公
表
が

行
わ
れ
る
（
９
月
末
締
切
）︒

ま
た
︑
来
年
１
月
に
は
第
２

回
集
計
・
公
表
（
12
月
末
締

切
）
も
予
定
さ
れ
て
い
る
︒

　

社
会
的
影
響
力
の
大
き
な

荷
主
企
業
に
お
い
て
︑﹁
ホ
ワ

イ
ト
物
流
﹂
へ
の
具
体
的
な

取
り
組
み
が
検
討
さ
れ
︑
確

実
に
実
施
さ
れ
て
い
く
こ
と

に
よ
り
︑
各
業
界
や
地
域
に

お
い
て
﹁
運
び
方
改
革
﹂
に

向
け
た
取
り
組
み
が
広
が
る

こ
と
が
期
待
さ
れ
る
︒

働
法
・
労
働
契
約
法
・
労
働

者
派
遣
法
の
改
正
規
定
が
適

用
さ
れ
（
中
小
企
業
に
お
け

る
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
法
・

労
働
契
約
法
の
改
正
規
定
適

用
は
令
和
３
年
４
月
１
日
）︑

﹁
同
一
労
働
同
一
賃
金
﹂
な

ど
︑
雇
用
形
態
に
か
か
わ
ら

な
い
公
正
な
待
遇
の
確
保
が

進
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
︒

　

運
送
事
業
者
に
は
︑
ト
ラ

ッ
ク
運
送
業
界
の
働
き
方
改

革
の
実
現
の
た
め
に
︑
速
や

か
な
対
応
が
求
め
ら
れ
る
︒

の
告
示
制
度
の
導
入
︱
︱
を

内
容
と
す
る
事
業
法
改
正
が

行
わ
れ
た
︒

　

今
年
７
月
１
日
に
③
の
荷

主
関
連
部
分
が
施
行
さ
れ
た

の
に
続
き
︑
①
規
制
の
適
正

化
と
②
事
業
者
が
遵
守
す
べ

き
事
項
の
明
確
化
に
つ
い
て
︑

今
年
11
月
１
日
の
施
行
に
向

け
て
現
在
準
備
が
進
め
ら
れ

て
い
る
︒
主
な
改
正
内
容
は

参
考
１
の
通
り
︒

　

今
年
５
月
か
ら
６
月
に
か

　

今
年
５
月
に
元
号
が
変
わ
っ
て

﹁
令
和
﹂
と
な
り
︑
早
く
も
３
か

月
が
過
ぎ
た
︒
全
日
本
ト
ラ
ッ
ク

協
会
で
は
︑
６
月
27
日
に
開
催
さ

れ
た
第
95
回
通
常
総
会
お
よ
び
第

１
８
１
回
理
事
会
に
お
い
て
︑
坂

本
克
己
会
長
を
再
任
︒﹁
令
和
﹂

と
い
う
新
た
な
時
代
に
ふ
さ
わ
し

い
︑
魅
力
あ
ふ
れ
る
ト
ラ
ッ
ク
運

送
業
界
へ
と
着
実
に
進
化
し
て
い

く
た
め
に
︑
全
ト
協
で
は
坂
本
会

長
を
先
頭
に
︑
業
界
を
取
り
巻
く

諸
課
題
の
解
決
に
向
け
て
全
力
で

取
り
組
ん
で
い
く
︒

　

こ
こ
で
は
︑
令
和
元
年
下
半
期

の
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
の
主
な
予

定
や
動
き
に
つ
い
て
ま
と
め
た
︒

令和元年下半期  トラック運送業界の動向

に
関
し
て
評
価
・
認
証
を
行

い
︑
主
に
求
職
者
に
対
し
て

情
報
提
供
を
行
う
た
め
の
制

度
︒
運
送
事
業
者
に
と
っ
て

は
︑
自
社
の
働
き
や
す
さ
等

に
つ
い
て
︑
第
三
者
を
介
し

た
中
立
的
・
客
観
的
評
価
を

し
て
示
す
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
り
︑
ド
ラ
イ
バ
ー
の

採
用
活
動
の
円
滑
化
や
︑
取

引
先
か
ら
の
信
頼
向
上
に
よ

る
契
約
受
注
へ
の
好
影
響
が

期
待
で
き
る
︒

　

現
在
︑
認
証
実
施
団
体
の

選
定
が
行
わ
れ
て
お
り
︑
国

交
省
・
全
ト
協
な
ど
関
係
事

業
者
団
体
・
労
働
組
合
か
ら

構
成
さ
れ
る
選
考
委
員
会
に

お
い
て
審
査
の
上
︑
決
定
さ

れ
る
こ
と
に
な
る
︒

参考２　「消費税転嫁対策特別措置法」の主な内容
▷規制対象となる消費税の転嫁拒否等の行為
　平成26年4月1日以降に特定供給事業者（売手）から受ける商品または役務（サ
ービス）の供給に関して、特定事業者（買手）が特定供給事業者に対して消費税
の転嫁拒否等の行為を行う場合が対象となる。
▷消費税の転嫁拒否等の禁止行為
　①減額、②買いたたき、③商品購入、役務（サービス）利用、利益提供の要請、
④本体価格での交渉の拒否、⑤報復行為

参考１　11 月 1日に施行される改正貨物自動車運送事業法の内容
1規制の適正化
　①欠格期間の延長等
　法令に違反した者等の参入の厳格化
・欠格期間の延長（2年⇒ 5年）
・処分逃れのため自主廃業を行った者の参入制限
・�密接関係者��（親会社等）が許可の取消処分を受けた者の参入制限��等
②許可の際の基準の明確化
　以下について、適切な計画・能力を有する旨を要件として明確化
・安全性確保（車両の点検・整備の確実な実施等）
・事業の継続遂行のための計画（十分な広さの車庫等）
・事業の継続遂行のための経済的基礎（資金）　等
③約款の認可基準の明確化
荷待時間、追加的な附帯業務等の見える化を図り、対価を伴わない役務の発生
を防ぐために基準を明確化
　　　→原則として運賃と料金とを分別して収受
　　　　　　＝「運賃」：運送の対価　「料金」：運送以外のサービス等

2事業者が遵守すべき事項の明確化（許可後、継続的なルール遵守）
①輸送の安全に係る義務の明確化
　　事業用自動車の定期的な点検・整備の実施　等

②事業の適確な遂行のための遵守義務の新設
・車庫の整備・管理
・健康保険法等により納付義務を負う保険料等の納付

参考３　来年 4 月 1日より適用される「働き方改革関連法」の内容
［Ⅰ］長時間労働の是正、多様で柔軟な働き方の実現等
①�労働時間に関する制度の見直し��（労働基準法）…中小企業に適用（一般則）
　時間外労働の上限について、月45時間、年 360 時間を原則とし、臨時的
な特別な事情がある場合でも年 720 時間以内、単月100 時間未満（休日労
働含む）、複数月平均 80時間以内（休日労働含む）を限度に設定。
※大企業は今年 4月1日から適用。

※自動車運転業務は令和 6年 4月1日から適用（年 960時間以内）。
［Ⅱ］雇用形態にかかわらない公正な待遇の確保
①�不合理な待遇差を解消するための規定の整備�（パートタイム労働法、労働契約
法、労働者派遣法）
　短時間・有期雇用労働者に関する同一企業内における正規雇用労働者との不
合理な待遇の禁止に関し、個々の待遇ごとに、当該待遇の性質・目的に照らして
適切と認められる事情を考慮して判断されるべき旨を明確化。併せて有期雇用労
働者の均等待遇規定を整備。派遣労働者について、①派遣先の労働者との均等・
均衡待遇、②一定の要件※を満たす労使協定による待遇のいずれかを確保するこ
とを義務化。また、これらの事項に関するガイドラインの根拠規定を整備。
※�同種業務の一般の労働者の平均的な賃金と同等以上の賃金であること等。

②�労働者に対する待遇に関する説明義務の強化�（パートタイム労働法、労働契約
法、労働者派遣法）
　短時間労働者・有期雇用労働者・派遣労働者について、正規雇用労働者と
の待遇差の内容・理由等による説明を義務化。
③�行政による履行確保措置及び裁判外紛争解決手続�（行政 ADR）の整備
　①の義務や②の説明義務について、行政による履行確保措置及び行政ADR
を整備。
※�中小企業におけるパートタイム労働法・労働契約法の改正規定の適用は、令
和 3年 4月1日から。

改
正
事
業
法
の
円
滑
な
施
行
に
向
け
て

消
費
税
率
10
％
引
き
上
げ
に
伴
う
対
策

「
運
転
者
職
場
環
境
良
好
度
認
証
制
度
」

１２３ 「
規
制
適
正
化
・
遵
守
事
項
の
明
確
化
」

11
月
１
日
か
ら
施
行

転
嫁
拒
否
等
の
不
当
行
為
防
止
に
向
け

監
視
・
取
締
り
を
実
施

事
業
者
の
「
働
き
や
す
さ
」
が

求
職
者
に
Ｐ
Ｒ
で
き
る
よ
う
に

加
速
す
る
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
の
「
働
き
方
改
革
」

い
ま
こ
そ「
魅
力
あ
ふ
れ
る
業
界
」
へ
の
進
化
を
着
実
に
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ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
（
ト
ラ
ッ
ク
協
会
ニ
ュ
ー
ス
）

ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
（
ト
ラ
ッ
ク
協
会
ニ
ュ
ー
ス
）

国内拠点：札幌/苫小牧/仙台/北関東/長野/静岡/名古屋/大阪/神戸/九州  研究所：掛川工場  海外拠点：PGF深圳

Peacock Element Manufacturing Co.,ltd.

　あなたは海水浴場のある片側１車線の道路を走行しています。前
車が右折の合図を出してセンターライン寄りに進路を変えています。
この場面にはどのような危険がありますか。また、危険を避けるため
にはどのような運転をすればよいでしょうか。考えてみましょう。

状 

況

〔第 114回〕「海水浴場のある道路の走行」

（解説・３面）

◆どのような運転をすれば危険を避けることができますか？

◆どのような危険がありますか？

あなたならどうしますか？
危険予知訓練（KYT）シート：交通事故防止編

☟
こ
の
角
を
基
準
に
拡
大
率
を
141
％
に
設
定
す
る
と
、
A4
サ
イ
ズ
で
プ
リ
ン
ト
で
き
ま
す
。

︻
解
説
︼
最
初
に
︑
労
働
基
準
法
第

26
条
の
休
業
手
当
（
平
均
賃
金
の
１
０

０
分
の
60
以
上
）
に
つ
い
て
若
干
お
さ

ら
い
を
し
ま
す
と
︑
同
手
当
は
︑﹁
使

用
者
の
責
に
帰
す
べ
き
事
由
に
よ
る
休

業
の
場
合
﹂
に
使
用
者
に
支
払
い
が
義

務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
が
︑﹁
天
災
地

変
等
の
不
可
抗
力
に
よ
る
も
の
﹂
は
免

Ａ�

労
働
者
の
意
見
聴
取
な
ど

手
続
を
経
れ
ば
可
能
性
も

　
今
年
も
、
連
日
の
よ
う
に
局
地

的
な
大
雨
に
よ
る
被
害
が
各
地
で

発
生
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
仮

に
会
社
の
施
設
や
設
備
自
体
に
は

被
害
は
な
い
も
の
の
、
道
路
寸
断

な
ど
の
た
め
会
社
休
業
を
余
儀
な

く
さ
れ
た
場
合
に
、
休
業
手
当
の

支
払
い
の
負
担
を
避
け
る
た
め
、

使
用
者
の
時
季
指
定
に
よ
り
労
働

者
に
年
次
有
給
休
暇
を
取
っ
て
休

ん
で
も
ら
う
と
い
う
こ
と
は
可
能

で
し
ょ
う
か
。

 第186回 

休業に代え年休の時季
指定を活用できないか

除
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
︒
と

は
い
え
︑
休
業
の
理
由
が
単
に
豪
雨

や
台
風
な
ど
の
自
然
現
象
で
あ
る
と

い
う
だ
け
で
︑﹁
天
災
地
変
等
の
不
可

抗
力
に
よ
る
も
の
﹂
と
認
め
ら
れ
る
わ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
︒
厚
生
労
働
省
の

﹁
平
成
30
年
７
月
豪
雨
に
よ
る
被
害

に
伴
う
労
働
基
準
法
や
労
働
契
約
法

に
関
す
る
Ｑ
＆
Ａ
﹂（
平
成
30
年
７
月

31
日
）
で
示
さ
れ
た
判
断
基
準
で
は
︑

原
則
と
し
て
︑
豪
雨
に
よ
る
水
害
等

の
た
め
﹁
会
社
の
施
設
や
設
備
が
直

接
的
な
被
害
を
受
け
た
場
合
﹂
は
認

め
ら
れ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
︑
そ
の

よ
う
な
被
害
に
ま
で
は
至
ら
ず
︑
単

に
豪
雨
に
よ
る
道
路
寸
断
等
で
配
送

等
が
で
き
な
く
な
っ
た
と
い
う
程
度
で

は
︑
不
可
抗
力
に
よ
る
も
の
と
は
認

め
ら
れ
な
い
と
し
て
い
ま
す
︒

　

そ
こ
で
︑
こ
の
よ
う
な
場
合
︑
会

社
を
休
業
す
る
代
わ
り
に
︑
ご
質
問

の
よ
う
な
﹁
使
用
者
に
よ
る
年
休
の

時
季
指
定
義
務
﹂
を
活
用
し
︑
労
働

者
に
年
休
を
取
っ
て
休
ん
で
も
ら
う
こ

と
は
で
き
な
い
か
と
い
う
こ
と
に
な
り

ま
す
︒
同
時
季
指
定
義
務
は
︑
働
き

方
改
革
関
連
法
に
よ
る
労
働
基
準
法

の
改
正
で
新
た
に
設
け
ら
れ
た
も
の
で
︑

年
次
有
給
休
暇
を
10
労
働
日
以
上
持

っ
て
い
る
労
働
者
を
対
象
に
︑
使
用
者

が
そ
の
う
ち
５
日
に
つ
い
て
年
休
付
与

の
基
準
日
か
ら
１
年
以
内
に
時
季
を

指
定
し
て
年
休
を
取
得
さ
せ
る
こ
と

を
義
務
付
け
た
も
の
で
す
（
改
正
労

基
法
第
39
条
第
７
項
）︒
こ
の
新
方
式

に
お
い
て
︑
使
用
者
が
時
季
指
定
を

行
う
に
当
た
り
一
番
の
ポ
イ
ン
ト
と
な

る
の
は
︑
そ
の
際
に
︑
労
働
者
の
意
見

を
聴
取
し
︑
で
き
る
だ
け
そ
の
意
見

を
尊
重
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ

て
い
る
点
で
す
︒
た
だ
︑
こ
れ
は
︑
聴

取
し
た
意
見
を
で
き
る
だ
け
尊
重
す

る
と
い
う
努
力
義
務
に
と
ど
ま
り
ま

す
の
で
︑
意
見
を
聴
取
し
た
上
で
︑

そ
れ
以
外
の
日
を
時
季
指
定
す
る
こ

と
は
当
然
可
能
と
い
う
こ
と
で
す
︒
そ

う
し
ま
す
と
︑
労
働
者
の
意
見
を
き

ち
ん
と
聴
取
す
る
と
い
う
手
続
等
を

経
れ
ば
︑
理
論
的
に
は
︑﹁
使
用
者
が

年
休
取
得
日
を
指
定
し
て
年
休
を
付

与
す
る
こ
と
で
一
斉
休
業
に
代
え
る
﹂

と
い
う
対
応
が
で
き
そ
う
で
す
︒

　

も
と
も
と
年
休
を
取
得
す
る
か
ど

う
か
は
労
働
者
自
身
が
決
定
す
る
べ

き
こ
と
で
す
が
︑
年
休
取
得
率
が
一
向

に
改
善
・
向
上
し
な
い
中
︑
使
用
者

の
時
季
指
定
に
よ
り
強
制
的
に
年
休

を
取
得
さ
せ
る
と
い
う
非
常
手
段
と

も
い
え
る
措
置
を
講
じ
る
こ
と
と
な
っ

た
た
め
︑
こ
う
し
た
余
地
が
生
じ
て

き
た
と
い
え
ま
す
︒
し
か
も
︑
年
休
の

時
季
指
定
だ
け
で
な
く
︑
実
際
に
５

日
取
得
さ
せ
な
け
れ
ば
使
用
者
は
法

違
反
と
な
り
︑
罰
金
30
万
円
以
下
の

罰
則
が
科
さ
れ
る
わ
け
で
す
か
ら
な

お
さ
ら
で
す
︒
た
だ
し
︑
理
論
的
に

は
可
能
と
い
っ
て
も
︑
台
風
や
豪
雨
な

ど
の
自
然
現
象
は
事
前
の
時
季
予
測

が
き
わ
め
て
困
難
な
た
め
︑
実
際
に

う
ま
く
活
用
で
き
る
か
ど
う
か
と
い
う

こ
と
に
な
る
と
︑
か
な
り
難
し
い
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
︒

法
令
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト ～積載編～

法令　　  クイズ
マル　 バツ

❶		貨物自動車に積載できる貨物の高さは、3.5メートルからその
自動車の積載をする場所の高さを減じたものでなければならな
い。（	○・×	）

❷		分割できない貨物で積載制限を超える場合でも、出発地の道路
管理者の許可を得た場合には積載して運行することができる。
（○・×	）

❸		許可を得て積載制限を超える貨物を積載する場合は、制限外許
可証を携行しなければならない。（	○・×	）

❹		過積載と認められる場合、警察官はその車両を停止させ、積載
物の重量を測定することができる。（	○・×	）

❺		貨物自動車に積載できる貨物の幅は、自動車の幅の1.1倍までで
ある。（	○・×	）

（解答は７面）

　

全
国
貨
物
自
動
車
運
送
適

正
化
事
業
実
施
機
関
で
あ
る

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
は
︑

７
月
１
日
か
ら
12
日
ま
で
︑

地
方
貨
物
自
動
車
運
送
適
正

化
事
業
実
施
機
関
（
各
都
道

府
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
）
を
通

じ
て
︑
２
０
１
９
年
度
﹁
貨

物
自
動
車
運
送
事
業
安
全
性

評
価
事
業
﹂（
Ｇ
マ
ー
ク
制

度
）
の
申
請
を
受
け
付
け
︑

申
請
資
格
要
件
等
を
ク
リ
ア

し
た
９
４
４
８
事
業
所
の
申

請
を
受
理
し
た
︒

　

こ
の
う
ち
︑
新
規
申
請
は

１
５
７
７
事
業
所
（
前
年
度

比
プ
ラ
ス
７
事
業
所
）
と
︑

前
年
度
と
比
べ
て
若
干
の
増

加
と
な
っ
た
︒
ま
た
︑
更
新

申
請
に
つ
い
て
は
︑
今
年
度

か
ら
５
回
目
更
新
と
な
る
申

請
が
開
始
さ
れ
る
等
に
よ

り
︑
７
８
７
１
事
業
所
（
前

年
度
比
プ
ラ
ス
１
９
２
５
事

業
所
）
と
︑
前

年
度
比
で
大
幅

に
増
加
し
た
︒

 　
な
お
︑
更

新
申
請
の
内
訳

は
︑
初
回
更
新

申
請
（
２
０
１

７
年
度
新
規
申

請
で
認
定
さ
れ

新
委
員
長
に
田
中
亨
氏

第
13
回
経
営
改
善
・

情
報
化
委
員
会

　

７
月
24
日
︑
第
13
回
経
営

改
善
・
情
報
化
委
員
会
が
開

催
さ
れ
︑
冒
頭
に
行
わ
れ
た

委
員
長
・
副
委
員
長
の
選
任

た
事
業
所
に
係
る
更
新
申

請
）
が
１
５
５
２
事
業
所
︑

２
回
目
更
新
申
請
（
２
０
１

６
年
度
初
回
更
新
申
請
で
認

定
さ
れ
た
事
業
所
に
係
る
更

新
申
請
）
が
２
２
２
８
事
業

所
︑
３
回
目
更
新
申
請
（
２

０
１
５
年
度
２
回
目
更
新
申

請
で
認
定
さ
れ
た
事
業
所
に

係
る
更
新
申
請
）
が
１
９
４

７
事
業
所
︑
４
回
目
更
新
申

請
（
２
０
１
５
年
度
３
回
目

更
新
申
請
で
認
定
さ
れ
た
事

業
所
に
係
る
更
新
申
請
）
が

１
０
２
２
事
業
所
︑
そ
し
て

５
回
目
更
新
申
請
（
２
０
１

５
年
度
４
回
目
更
新
申
請
で

認
定
さ
れ
た
事
業
所
に
係
る

更
新
申
請
）
が
１
１
２
２
事

業
所
と
な
っ
て
い
る
︒

　

全
ト
協
で
は
今
後
︑
評
価

基
準
に
基
づ
き
申
請
書
類
の

厳
正
な
審
査
を
行
い
︑
12
月

中
旬
に
２
０
１
９
年
度
﹁
安

全
性
優
良
事
業
所
﹂
を
認
定

・
公
表
す
る
予
定
︒

で
は
︑
委
員
長
に
は
滋
賀
県

ト
ラ
ッ
ク
協
会
会
長
で
全
日

本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
副
会
長
の

田
中
亨
氏
︑副
委
員
長
に
は
︑

馬
渡
雅
敏
氏
（
佐
賀
）︑
内

宮
昌
利
氏
（
東
京
）︑
池
辺

祐
一
氏
（
大
阪
）︑
大
上
正

治
氏
（
広
島
）︑米
花
立
美
氏

（
愛
知
）
が
そ
れ
ぞ
れ
選
任

さ
れ
た
︒

　

議
事
で
は
︑
令
和
元
年
度

経
営
改
善
・
情
報
化
対
策
事

業
（
①
青
年
部
会
活
動
︑
②

女
性
部
会
活
動
︑
③
情
報
化

推
進
事
業
︑
④
人
材
確
保
・

育
成
対
策
事
業
︑
⑤
経
営
改

善
対
策
事
業
）
の
進
捗
状
況

に
つ
い
て
報
告
が
行
わ
れ
た
︒ 　

③
で
は
︑
業
界
の
Ｉ
Ｔ
化

を
促
進
す
る
た
め
︑﹁
中
小

ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者
の
た

め
の
Ｉ
Ｔ
活
用
セ
ミ
ナ
ー
﹂

を
︑
④
で
は
︑
輸
送
力
確
保

に
寄
与
す
る
た
め
︑﹁
人
材

確
保
セ
ミ
ナ
ー
﹂
を
︑
⑤
で

は
︑
働
き
方
改
革
実
現
の
た

め
︑
取
引
条
件
見
直
し
に
焦

点
を
当
て
た
﹁
原
価
計
算
活

用
セ
ミ
ナ
ー
﹂
を
︑
９
月
下

旬
か
ら
来
年
３
月
に
か
け
て

今
年
度
も
そ
れ
ぞ
れ
開
催
︒

生
産
性
向
上
・
労
働
環
境
改

善
の
た
め
︑
会
員
事
業
者
の

情
報
化
推
進
お
よ
び
経
営
の

改
善
に
役
立
つ
セ
ミ
ナ
ー
を

展
開
す
る
︒

　

な
お
︑
議
事
に
先
立
ち
︑

国
土
交
通
省
自
動
車
局
総
務

課
の
星
明
彦
企
画
室
長
に
よ

る
講
演
﹁
ホ
ワ
イ
ト
物
流
～

働
き
方
改
革
を
通
じ
た
生
産

性
向
上
に
向
け
て
～
﹂
が
行

わ
れ
た
︒

リ
ー
ド
タ
イ
ム
の
延
長
に

関
す
る
意
見
書
を
策
定

第
40
回
食
料
品
部
会

　

７
月
29
日
︑
第
40
回
食
料

品
部
会（
坂
本
隆
志
部
会
長
）

が
和
歌
山
県
和
歌
山
市
で
開

催
さ
れ
た
︒

　

議
事
で
は
︑
平
成
30
年
度

事
業
報
告
・
令
和
元
年
度
事

業
計
画
の
両
案
等
に
つ
い
て

審
議
・
承
認
︒
任
期
満
了
に

伴
う
役
員
改
選
で
は
︑
新
た

に
富
士
運
送
㈱
（
鹿
児
島
）

の
小
川
正
浩
専
務
取
締
役
が

副
部
会
長
に
選
任
さ
れ
た
︒

　

元
年
度
事
業
計
画
に
掲
げ

た
６
項
目
の
施
策
の
う
ち
︑

﹁﹃
ホ
ワ
イ
ト
物
流
﹄
推
進

運
動
に
お
け
る
生
産
性
の
向

上
や
物
流
の
効
率
化
を
図
る

た
め
︑
推
奨
項
目
の
ひ
と
つ

で
あ
る
﹁
リ
ー
ド
タ
イ
ム
の

延
長
﹂
に
つ
い
て
︑
食
料
品

部
会
と
し
て
の
意
見
書
を
策

定
し
実
現
を
目
指
す
﹂
に
つ

い
て
は
︑
同
日
に
意
見
書
の

内
容
が
承
認
さ
れ
た
︒

　

加
工
食
品
関
連
企
業
に
対

し
︑
ド
ラ
イ
バ
ー
や
仕
分
け

作
業
員
の
労
働
環
境
の
改
善

を
図
る
た
め
の
取
り
組
み
の

一
つ
と
し
て
︑
現
状
の
﹁
受

注
日
の
翌
日
納
品
﹂
を
前
提

と
し
た
加
工
食
品
物
流
の
リ

ー
ド
タ
イ
ム
を
﹁
受
注
日
の

翌
々
日
納
品
﹂
に
変
更
し
︑

﹁
ホ
ワ
イ
ト
物
流
﹂
推
進
運

動
の
推
奨
項
目
リ
ス
ト
﹁
Ａ

︱
⑩
リ
ー
ド
タ
イ
ム
の
延
長
﹂

を
自
主
行
動
宣
言
と
し
て
検

討
す
る
よ
う
求
め
て
い
く
こ

と
と
し
た
︒

　

議
事
終
了
後
に
開
催
さ
れ

た
研
修
会
で
は
︑
国
土
交
通

省
自
動
車
局
貨
物
課
の
深
田

大
寛
課
長
補
佐
が
﹁
ト
ラ
ッ

ク
運
送
業
界
を
取
り
巻
く
諸

課
題
と
政
策
に
つ
い
て
﹂
を

テ
ー
マ
に
講
演
し
た
︒

労
災
の
二
次
健
康
診
断　

　
　
周
知
チ
ラ
シ
を
作
成

定
期
健
康
診
断
結
果
の

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
呼
び
か
け

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
で

は
こ
の
ほ
ど
︑
労
働
災
害
の

二
次
健
康
診
断
の
受
診
を
促

進
す
る
チ
ラ
シ
を
作
成
し
︑

今
号
の
﹃
広
報
と
ら
っ
く
﹄

に
同
封
し
て
い
る
︒

　
﹁
労
災
の
二
次
健
康
診
断

等
給
付
﹂
と
は
︑
直
近
の
定

期
健
康
診
断
等
の
結
果
︑
脳

･

心
臓
疾
患
に
関
連
す
る
４

項
目
（
血
圧
︑
血
中
脂
質
︑

血
糖
︑
肥
満
）
に
つ
い
て
︑

異
常
の
所
見
が
あ
る
と
診
断

さ
れ
た
時
に
︑
労
災
病
院
ま

た
は
都
道
府
県
労
働
局
長
が

指
定
す
る
病
院･

診
療
所

（
健
診
給
付
病
院
等
）
に
お

い
て
︑
無
料
で
必
要
な
精
密

検
査
や
特
定
保
健
指
導
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
る
制
度
︒

　

全
ト
協
で
は
︑
過
労
死
等

の
根
絶
を
図
る
た
め
に
策
定

し
た﹁
過
労
死
等
防
止
計
画
﹂

に
お
い
て
︑
定
期
健
康
診
断

の
完
全
実
施
と
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ

プ
を
掲
げ
て
お
り
︑
定
期
健

康
診
断
結
果
の
フ
ォ
ロ
ー
ア

ッ
プ
を
支
援
す
る
た
め
に﹁
運

輸
ヘ
ル
ス
ケ
ア
ナ
ビ
シ
ス
テ

ム
﹂
を
構
築
し
活
用
を
勧
め

る
と
と
も
に
︑
定
期
健
康
診

断
の
結
果
に
よ
り
発
見
し
た

ハ
イ
リ
ス
ク
者
（
血
圧
︑
血

中
脂
質
︑
血
糖
︑
肥
満
の
う

ち
３
ま
た
は
４
項
目
が
基
準

値
を
超
え
る
者
）
に
対
し
て

は
︑
無
料
の
労
災
二
次
健
康

診
断
を
活
用
す
る
等
︑
健
康

管
理
対
策
を
推
進
す
る
よ
う

呼
び
か
け
て
い
る
︒

物
流
経
営
士
が
ラ
ジ
オ
出
演

ド
ラ
イ
バ
ー
ズ
・
リ
ク
エ
ス
ト

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
提

供
ラ
ジ
オ
番
組
﹃
ド
ラ
イ
バ

ー
ズ
・
リ
ク
エ
ス
ト
﹄（
Ｔ

Ｂ
Ｓ
ラ
ジ
オ
系
列
全
国
33
局

ネ
ッ
ト
）
の
７
月
19
日
㈮
放

送
回
に
︑
日
本
ロ
ジ
テ
ム
㈱

取
締
役
で
物
流
経
営
士
の
中

西
伸
次
郎
氏
が
出
演
し
た
︒

　

放
送
で
は
︑
中
西
氏
が
物

流
経
営
士
認
定
制
度
の
概
要

や
︑
受
講
の
き
っ
か
け
な
ど

に
つ
い
て
説
明
︒
パ
ー
ソ
ナ

リ
テ
ィ
の
宮
崎
瑠
依
さ
ん
を

聞
き
手
に
︑
物
流
経
営
士
課

程
を
受
講
し
た
感
想
や
︑
業

務
に
活
か
せ
た
こ
と
等
に
つ

い
て
紹
介
し
た
︒

（
８
月
５
日
〜
８
月
31
日
）

▽
８
月
23
日

・
第
15
回
利
用
運
送
・
積
合
部
会

▽
８
月
30
日

・
正
副
会
長
会
議

︻
お
こ
と
わ
り
︼
次
号
の
﹁
広
報
と
ら

っ
く
﹂
は
︑
９
月
１
日
号
で
す
︒

 

広
報
室

令
和
元
年
度
「
ト
ラ
ッ
ク
の

日
」
ポ
ス
タ
ー
が
決
定

デ
ザ
イ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
の

結
果
を
発
表

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
は

こ
の
ほ
ど
︑令
和
元
年
度
﹁
ト

ラ
ッ
ク
の
日
﹂
ポ
ス
タ
ー
デ

ザ
イ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
の
結
果

を
発
表
し
た
︒

　

７
月
３
日
開
催
の
第
66
回

広
報
委
員
会
に
お
け
る
選
考

の
結
果
︑
応
募
総
数
１
９
５

点
の
中
か
ら
︑
泉
谷
高
春
氏

（
神
奈
川
県
）
の
作
品
が
グ

ラ
ン
プ
リ
に
選
ば
れ
た
︒
グ

ラ
ン
プ
リ
作
品
は
︑
令
和
元

年
度
﹁
ト
ラ
ッ
ク
の
日
﹂
ポ

ス
タ
ー
デ
ザ
イ
ン
と
し
て
採

用
さ
れ
る
こ

と
に
な
る
︒

　

グ
ラ
ン
プ

リ
作
品
（
写

真
）
で
は
︑

昼
も
夜
も
休

み
な
く
走
り

続
け
る
ト
ラ

ッ
ク
の
姿
を
表
現
︒
ト
ラ
ッ

ク
輸
送
の
重
要
性
を
示
し
た

も
の
と
な
っ
て
い
る
︒

　

な
お
︑
グ
ラ
ン
プ
リ
作
品

の
ほ
か
に
佳
作
と
し
て
︑
麻

野
早
織
氏
（
大
阪
府
）
の
作

品
が
選
ば
れ
て
い
る
︒

第13回経営改善・情報化委員会（７月24日、全
ト協）

収録を行う中西氏㊨と宮崎瑠依さん㊧

第40回食料品部会（7月29日、ホテルグ
ランヴィア和歌山）

と 1009

昼も、夜も。

( 公社 ) 北海道トラック協会 ( 公社 ) 青森県トラック協会 ( 公社 ) 岩手県トラック協会 ( 公社 ) 宮城県トラック協会 ( 公社 ) 秋田県トラック協会 

( 公社 ) 山形県トラック協会 ( 公社 ) 福島県トラック協会 ( 一社 ) 茨城県トラック協会 ( 一社 ) 栃木県トラック協会 ( 一社 ) 群馬県トラック協会

( 一社 ) 埼玉県トラック協会 ( 一社 ) 千葉県トラック協会 ( 一社 ) 東京都トラック協会 ( 一社 ) 神奈川県トラック協会 ( 一社 ) 山梨県トラック協会 

( 公社 ) 新潟県トラック協会 ( 公社 ) 長野県トラック協会 ( 一社 ) 富山県トラック協会 ( 一社 ) 石川県トラック協会 ( 一社 ) 福井県トラック協会

( 一社 ) 岐阜県トラック協会 ( 一社 ) 静岡県トラック協会 ( 一社 ) 愛知県トラック協会 ( 一社 ) 三重県トラック協会 ( 一社 ) 滋賀県トラック協会 

( 一社 ) 京都府トラック協会 ( 一社 ) 大阪府トラック協会 ( 一社 ) 兵庫県トラック協会 ( 公社 ) 奈良県トラック協会 ( 公社 ) 和歌山県トラック協会 

( 一社 ) 鳥取県トラック協会 ( 公社 ) 島根県トラック協会 ( 一社 ) 岡山県トラック協会 ( 公社 ) 広島県トラック協会 ( 一社 ) 山口県トラック協会 

( 一社 ) 徳島県トラック協会 ( 一社 ) 香川県トラック協会 ( 一社 ) 愛媛県トラック協会 ( 一社 ) 高知県トラック協会 

( 公社 ) 福岡県トラック協会 ( 公社 ) 佐賀県トラック協会 ( 公社 ) 長崎県トラック協会 ( 公社 ) 熊本県トラック協会 

( 公社 ) 大分県トラック協会 ( 一社 ) 宮崎県トラック協会 ( 公社 ) 鹿児島県トラック協会 ( 公社 ) 沖縄県トラック協会 

トラックは生活（くらし）と経済のライフライン

10月9日は
トラックの日

国内貨物輸送量48億トンの 9 割をトラック輸送が占めています。

　今日もトラック輸送は

日本全国で、あなたの生活を支えています。  

A（安心）　A（安全）　A（愛情）を胸に

９
４
４
８
事
業
所
の
申
請
を
受
理

２
０
１
９
年
度
﹁
貨
物
自
動
車
運
送
事
業

安
全
性
評
価
事
業
﹂
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ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル

ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
（
官
公
庁
ニ
ュ
ー
ス
等
）

（
官
公
庁
ニ
ュ
ー
ス
等
）

　

夏
場
の
タ
イ

ヤ
ケ
ア
で
最
も

注
意
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
の

は
何
か
と
問
わ
れ
た
ら
︑即
座
に
﹁
紫
外
線
﹂

だ
と
言
う
で
し
ょ
う
︒
紫
外
線
が
タ
イ
ヤ
に

良
く
な
い
こ
と
は
︑
タ
イ
ヤ
カ
タ
ロ
グ
の
中
で

も
必
ず
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
が
︑
こ
こ
数
年

の
猛
暑
に
よ
る
紫
外
線
の
強
さ
︑
特
に
気
温

40
度
以
上
の
環
境
で
は
︑
ゴ
ム
の
鮮
度
が
良

い
タ
イ
ヤ
で
あ
っ
て
も
︑
決
し
て
安
心
で
き
ま

せ
ん
︒

　

例
え
ば
︑
新
品
タ
イ
ヤ
を
購
入
し
て
わ
ず

か
２
年
も
経
た
な
い
う
ち
に
︑
タ
イ
ヤ
側
面

に
亀
裂
が
入
る
ケ
ー
ス
︑
ま
た
︑
タ
イ
ヤ
の

溝
底
に
ヒ
ビ
割
れ
が
生
じ
る
ケ
ー
ス
な
ど
︑

の
車
両
を
動
か
し
て
は
い
け
ま
せ

ん
︒
そ
の
よ
う
な
タ
イ
ヤ
は
い
わ

ば
爆
発
物
と
一
緒
な
の
で
︑
タ
イ

ヤ
作
業
の
専
門
家
が
来
る
ま
で
は
近
づ
か
な
い

方
が
安
全
で
す
︒

　

こ
こ
ま
で
の
話
は
︑
タ
イ
ヤ
講
習
会
な
ど
で
よ

く
注
意
喚
起
す
る
タ
イ
ヤ
ケ
ア
の
常
識
で
し
た

が
︑
近
年
さ
ら
に
も
う
１
つ
︑
新
た
な
事
例
が

出
て
き
ま
し
た
︒
ト
ラ
ッ
ク
の
車
両
に
搭
載
し

た
ス
ペ
ア
タ
イ
ヤ
の
﹁
自
然
爆
発
﹂
が
︑
至
る

と
こ
ろ
で
起
き
て
い
る
の
で
す
︒

　

自
然
爆
発
は
︑
気
温
が
急
激
に
変
化
し
た
時

に
発
生
す
る
確
率
が
高
く
︑
今
年
の
６
月
︑
ト

ラ
ッ
ク
運
転
歴
30
年
以
上
の
ベ
テ
ラ
ン
女
性
ド

ラ
イ
バ
ー
が
そ
の
被
害
に
遭
い
ま
し
た
︒
タ
イ
ヤ

の
空
気
圧
点
検
や
位
置
交
換
︑
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ

を
い
つ
も
実
践
し
て
い
る
︑
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ

ー
の
鑑か

が
み

の
よ
う
な
方
で
す
が
︑走
行
中
に
突
然
︑

キ
ャ
ビ
ン
の
後
方
に
縦
置
き
し
た
ス
ペ
ア
タ
イ
ヤ

タ
イ
ヤ
全
体
の
劣
化
ス
ピ
ー
ド
が
急
激
に
速
く

な
っ
て
い
ま
す
︒

　

タ
イ
ヤ
側
面
を
診
た
時
︑
ホ
イ
ー
ル
に
近
い

傷
ほ
ど
︑
タ
イ
ヤ
バ
ー
ス
ト
の
危
険
度
が
高
い
こ

と
は
ご
存
知
だ
と
思
い
ま
す
︒
特
に
︑
ホ
イ
ー

ル
の
縁
上
に
発
生
し
た
ゴ
ム
の
﹁
し
わ
﹂
は
︑

絶
対
に
見
逃
し
て
は
い
け
な
い
危
険
な
サ
イ
ン

で
︑
放
置
す
る
と
﹁
歯
型
﹂
の
よ
う
な
亀
裂
に

成
長
し
ま
す
︒
も
し
そ
の
よ
う
な
状
態
の
タ
イ

ヤ
が
夏
場
の
強
い
紫
外
線
を
浴
び
れ
ば
︑
た
ち

ま
ち
熱
で
タ
イ
ヤ
全
体
が
膨
張
し
て
︑
一
気
に

破
裂
し
ま
す
︒

　

当
た
り
前
の
話
で
す
が
︑
前
輪
タ
イ
ヤ
に
歯

形
状
の
傷
が
発
生
し
た
場
合
は
︑
い
か
な
る
理

由
が
あ
っ
て
も
︑
新
品
タ
イ
ヤ
（
も
し
く
は
ス
ペ

ア
タ
イ
ヤ
）
に
交
換
す
る
ま
で
は
︑
絶
対
に
そ

が
破
裂
し
た
そ
う
で
す
︒

　

助
手
席
側
に
ス
ペ
ア
タ
イ
ヤ
が
あ
っ
た
た
め
︑

大
事
に
は
至
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
︑い
わ
く
︑﹁
人

生
初
で
す
︒
も
し
運
転
席
の
後
ろ
に
ス
ペ
ア
タ
イ

ヤ
が
あ
っ
た
ら
︑
爆
発
の
シ
ョ
ッ
ク
で
ど
う
な
っ

て
い
た
か
分
か
り
ま
せ
ん
﹂︒
こ
う
し
た
自
然
爆

発
を
防
ぐ
た
め
︑
太
陽
光
を
浴
び
や
す
い
場
所

に
ス
ペ
ア
タ
イ
ヤ
が
備
え
付
け
ら
れ
て
い
る
場
合

は
︑
カ
バ
ー
な
ど
を
掛
け
︑
紫
外
線

か
ら
守
る
必
要
が
あ
り
ま
す
︒

　

同
時
に
︑
ス
ペ
ア
タ
イ
ヤ
と
し
て
搭

載
す
る
ト
ラ
ッ
ク
用
タ
イ
ヤ
の﹁
鮮
度
﹂

も
重
要
で
す
︒
夏
場
の
ア
ス
フ
ァ
ル
ト

路
面
は
70
度
以
上
に
達
し
ま
す
か
ら
︑

鮮
度
の
古
い
ス
ペ
ア
タ
イ
ヤ
は
そ
の
路

面
の
熱
さ
に
耐
え
き
れ
ま
せ
ん
︒
パ
ン

ク
し
た
タ
イ
ヤ
か
ら
交
換
後
︑
す
ぐ

に
破
裂
す
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
の
で
︑

﹁
た
か
が
ス
ペ
ア
タ
イ
ヤ
﹂
と
は
決
し

て
思
わ
な
い
こ
と
が
肝
要
で
す
︒

　

タ
イ
ヤ
ケ
ア
を
確
実
に
施
し
て
︑
夏

場
の
異
常
気
象
に
備
え
て
く
だ
さ
い
︒

第
99
回 

「『
異
常
気
象
』に
備
え
る
」

危険予知訓練（KYT）シートの解説
▶交通事故防止編

（
２
面
）

☟
こ
の
角
を
基
準
に
拡
大
率
を
220
％
に
設
定
す
る
と
、
A4
サ
イ
ズ
で
プ
リ
ン
ト
で
き
ま
す
。

どのような危険がありますか？

どのような運転をすれば危険を避け
ることができますか？

①夏場の海水浴場は、海水浴客で車も人も増えま
す。海水浴客の関心は海に向けられていますから、
車に対する警戒心が薄れていることがあります。
特に、横断歩道のある場所では、そこが海水浴場
への通路になっていると考えられますから、車が
接近していても横断してくる可能性は十分ありま
す。道路交通法第38条において、「横断しようとす
る歩行者が明らかにいない場合には、車はその
まま進行することができるが、いるかいないか明
らかでない時は横断歩道の手前で停止できるよ
うな速度で進行する。横断しようとする歩行者が
いる時は横断歩道の手前で一時停止して、歩行
者の通行を妨げないようにする」ことが定められ
ています。この場面では道路の右側の海水浴客
が、海に向かうために横断歩道を横断してくるこ
とが予測されますから、横断歩道の手前で停止
できる速度で進行する必要があります。また、横
断歩道のある場所では、そこに接近している自転
車の動向にもよく目を配ることが大切です。
②海水浴場では、駐車場に入るために減速や停止

①道路の両側の歩道を通行している歩行者が横断歩
道を渡ってくると、はねる危険があります（図１）。

②道路の左側の歩道を通行している自転車が横断歩
道を渡ってくると、衝突する危険があります（図２）。

③右のウインカーを出している前車は道路の右側にあ
る駐車場に入ろうとしていると考えられますが、対
向車のために停止することが予測され、それに気づ
かず進行すると、追突する危険があります（図３）。

　あなたは海水浴場のある片側１車線の
道路を走行しています。前車が右折の合
図を出してセンターライン寄りに進路を変
えています。この場面にはどのような危険
がありますか。また、危険を避けるために
はどのような運転をすればよいでしょうか。
考えてみましょう。

図１

図２

図３

をする車が少なくありませんから、前車の
動きにもしっかり目を配るとともに、あらか
じめ車間距離も十分に取って急な減速や
停止にも対応できるようにしておきましょう。

物流ジャーナリスト　森田 富士夫

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
と
日
本

貨
物
運
送
協
同
組
合
連
合
会
に
よ

る
と
︑
Ｗ
ｅ
ｂ
Ｋ
Ｉ
Ｔ
の
成
約
運

賃
指
数
（
平
成
22
年
４
月
＝
１
０

０
）
の
上
昇
が
続
い
て
い
る
︒
30

年
度
末
の
３
月
は
１
３
２
︑
今
年

５
月
が
１
２
８
で
︑
い
ず
れ
も
同

月
比
で
は
過
去
最
高
で
あ
る
︒
Ｗ

ｅ
ｂ
Ｋ
Ｉ
Ｔ
は
ス
ポ
ッ
ト
運
賃
が

主
だ
が
︑
全
体
的
な
傾
向
と
し
て

日
本
銀
行
の
企
業
向
け
サ
ー
ビ
ス

価
格
指
数
で
道
路
貨
物
輸
送
を
み

る
と
︑
27
（
２
０
１
５
）
年
平
均

を
１
０
０
と
し
て
︑今
年
５
月
（
確

定
値
）
は
１
０
７
・
３
だ
︒

　

こ
の
よ
う
な
運
賃
上
昇
に
伴
っ
て

﹁
新
し
い
荷
主
ニ
ー
ズ
が
生
ま
れ

て
き
た
︒
積
載
率
や
運
賃
な
ど
か

ら
判
断
し
て
︑
ム
ダ
の
少
な
い
大

き
さ
の
車
両
や
輸
配
送
サ
ー
ビ
ス

を
選
ぶ
よ
う
に
な
っ
て
き
た
﹂
の

で
あ
る
︒
そ
の
結
果
︑
荷
物
に
適

合
し
た
輸
送
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
す
る
事
業
者
へ

の
取
引
変
更
が
一
部
で

み
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

て
き
た
︒

　

例
え
ば
︑
あ
る
中
小

事
業
者
が
28
年
11
月
か

ら
始
め
た
の
が
︑
１
㌧

冷
凍
ワ
ゴ
ン
車
に
よ
る

配
送
で
あ
る
︒
冷
凍
商

品
の
店
舗
な
ど
へ
の
配
送
だ
が
︑

﹁
サ
ー
ビ
ス
を
開
始
す
る
と
︑

当
初
の
予
想
よ
り
も
大
き
な
潜

在
的
ニ
ー
ズ
が
あ
っ
た
﹂
と
い

う
︒
従
来
は
冷
凍
軽
ト
ラ
ッ
ク

２
台
と
契
約
し
て
い
た
荷
主

や
︑
積
載
率
が
低
く
て
も
２
㌧

冷
凍
車
１
台
を

チ
ャ
ー
タ
ー
し

て
い
た
荷
主
な

ど
で
あ
る
︒﹁
軽

ト
ラ
以
上
で
２

㌧
車
未
満
の
荷

物
﹂と
い
え
る
︒

運
賃
水
準
の
上

昇
に
伴
っ
て
︑

積
載
率
や
支
払

い
運
賃
と
の
総

合
的
な
判
断
か

ら
︑
よ
り
良
い

車
両
を
選
ぶ
よ

う
に
な
っ
た
の

で
あ
る
︒

　

１
㌧
冷
凍
ワ

ゴ
ン
車
に
は
チ

ャ
ー
タ
ー
配
送
︑
複
数
荷
主
の

組
み
合
わ
せ
に
よ
る
配
送
︑
ス

ポ
ッ
ト
取
引
の
３
つ
が
あ
る
︒

事
業
者
側
の
メ
リ
ッ
ト
も
大
き

い
︒﹁
未
経
験
者
の
採
用
が
増

え
て
い
る
が
︑
ワ
ゴ
ン
車
な
ら

新
人
で
も
乗
務
し
や
す
い
︒
運

賃
も
軽
ト
ラ
２
台
分
を
１
・
９
台

分
で
請
け
て
も
利
益
率
が
高
く
︑

さ
ら
に
チ
ャ
ー
タ
ー
や
積
合
せ
配

送
で
も
比
較
的
短
時
間
の
仕
事
な

の
で
︑
ス
ポ
ッ
ト
の
荷
物
を
組
み

合
わ
せ
れ
ば
よ
り
生
産
性
向
上
が

図
れ
る
﹂
と
い
う
︒

　

一
方
︑
特
積
み
で
運
ん
で
い
た

荷
物
の
一
部
が
一
般
事
業
者
に
移

っ
た
ケ
ー
ス
も
あ
る
︒
あ
る
荷
主

は
︑
各
工
場
か
ら
製
品
を
北
関
東

の
倉
庫
に
横
持
ち
し
て
在
庫
管
理

し
︑
そ
こ
か
ら
全
国
に
出
荷
し
て

い
る
︒
日
用
消
耗
品
で
︑
荷
姿
は

縦
・
横
・
高
さ
が
そ
れ
ぞ
れ
約
30

㌢
㍍
の
段
ボ
ー
ル
箱
入
り
︒
多
い

日
に
は
１
日
に
約
３
５
０
０
個
が

出
荷
さ
れ
︑
特
積
み
事
業
者
３
社

が
個
建
て
運
賃
で
運
ん
で
い
る
︒

だ
が
︑
こ
の
間
の
運
賃
値
上
げ
で

か
な
り
の
コ
ス
ト
ア
ッ
プ
に
な
っ

た
︒
そ
こ
で
︑
あ
る
中
小
事
業
者

は
﹁
１
回
に
50
～
60
個
ま
と
め
て

納
品
す
る
よ
う
な
取
引
先
だ
け
に

限
定
し
て
︑
ワ
ゴ
ン
車
で
配
送
す

る
よ
う
に
し
た
﹂︒
運
賃
は
個
建

て
契
約
で
10
％
以
上
安
く
し
て
も

配
送
効
率
が
良
い
の
で
︑
利
益
率

は
か
な
り
高
い
︒

　

こ
の
よ
う
に
︑
運
賃
水
準
の
上

昇
は
新
た
な
荷
主
ニ
ー
ズ
も
生
み

出
し
て
い
る
︒

第
237
回

運賃水準の上昇と新ニーズの発生

　

国
土
交
通
省
は
７
月
23

日
︑
社
会
資
本
整
備
審
議
会

道
路
分
科
会
国
土
幹
線
道
路

部
会
第
３
回
中
京
圏
小
委
員

会（
委
員
長
・
寺
島
実
郎（
一

財
）日
本
総
合
研
究
所
会
長
）

を
開
催
し
た
︒

　

国
交
省
で
は
︑
首
都
圏
︑

お
よ
び
確
認
︱
︱
の
実
施
を

呼
び
か
け
て
い
る
︒

�

３
社
連
携
に
よ
る
共
同
モ

ー
ダ
ル
シ
フ
ト
事
業
を
開

始
空
車
率
０
・
６
％
を
実
現

　

国
土
交
通
省
は
７
月
18

日
︑
２
以
上
の
者
が
連
携
し

た
幅
広
い
物
流
効
率
化
へ
の

取
り
組
み
で
あ
る
﹁
共
同
物

流
２
・
０
﹂
の
新
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
が
開
始
さ
れ
た
と
発
表
し

た
︒

　

総
合
効
率
化
計
画
が
認
定

さ
れ
た
の
は
︑関
光
汽
船
㈱
︑

㈱
キ
ユ
ー
ソ
ー
流
通
シ
ス
テ

ム
︑
日
本
パ
レ
ッ
ト
レ
ン
タ

ル
㈱
が
実
施
す
る
︑
関
西
・

九
州
間
に
お
け
る
加
工
食
品

と
日
用
雑
貨
の
輸
送
の
モ
ー

ダ
ル
シ
フ
ト
な
ら
び
に
共
同

輸
送
︒
従
前
の
各
社
ご
と
に

よ
る
片
荷
輸
送
か
ら
共
同
モ

ー
ダ
ル
シ
フ
ト
に
切
り
替
え

た
こ
と
で
︑
ほ
ぼ
全
て
の
区

間
で
実
車
と
し
て
輸
送
で
き

る
よ
う
に
な
り
︑
空
車
で
の

回
送
を
極
限
ま
で
減
少
さ
せ

る
こ
と
が
で
き
た
（
空
車
率

０
・
６
％
）︒
こ
れ
に
よ
り
︑

二
酸
化
炭
素
排
出
量
の
65
％

削
減
や
︑
ト
ラ
ッ
ク
の
運
転

時
間
86
・
８
％
の
削
減
が
図

ら
れ
る
こ
と
に
な
る
︒

　

国
交
省
で
は
︑
事
業
者
お

よ
び
関
係
省
庁
と
連
携
し
な

が
ら
︑
引
き
続
き
物
流
の
効

率
化
に
取
り
組
ん
で
い
く
︒

�
ワ
イ
ヤ
ロ
ー
プ
設
置
後
の

飛
び
出
し
事
故
が
大
幅
に

減
少

高
速
道
路
暫
定
二
車
線
区
間
で

の
設
置
を
促
進
へ

　

国
土
交
通
省
は
７
月
19

日
︑
第
４
回
﹁
高
速
道
路
の

正
面
衝
突
事
故
防
止
対
策
に

関
す
る
技
術
検
討
委
員
会
﹂

（
委
員
長
・
桑
原
雅
夫
東
北

大
学
大
学
院
情
報
科
学
研
究

科
教
授
）
を
開
催
︒
重
大
事

故
に
繋
が
り
や
す
い
暫
定
二

車
線
区
間
で
の
高
速
道
路
の

正
面
衝
突
事
故
の
緊
急
防
止

対
策
と
し
て
︑
昨
年
度
か
ら

実
施
し
て
い
る
ワ
イ
ヤ
ロ
ー

プ
の
設
置
に
つ
い
て
︑
設
置

箇
所
に
お
け
る
交
通
状
況
等

の
報
告
が
行
わ
れ
た
︒

　

平
成
31
年
４
月
１
日
現

近
畿
圏
に
続
き
︑
中
京
圏
の

高
速
道
路
を
賢
く
使
う
た
め

の
料
金
体
系
に
つ
い
て
︑
地

元
に
精
通
し
た
有
識
者
を
加

え
た
上
で
︑
き
め
細
や
か
に

議
論
を
行
う
た
め
︑
昨
年
11

月
に
同
小
委
員
会
を
設
置

し
︑
検
討
を
進
め
て
い
る
︒

在
︑
高
速
道
路
22
路
線
︑
約

１
８
０
㌔
㍍
の
箇
所
に
ワ
イ

ヤ
ロ
ー
プ
が
設
置
さ
れ
て
い

る
︒
ワ
イ
ヤ
ロ
ー
プ
設
置
以

降
︑
設
置
区
間
に
お
け
る
ワ

イ
ヤ
ロ
ー
プ
へ
の
接
触
事
案

は
５
５
１
件
（
う
ち
死
亡
事

故
０
件
）︒
対
向
車
線
へ
の
飛

び
出
し
事
故
は
４
件
で
︑
全

て
が
大
型
車
に
よ
る
も
の
で

あ
っ
た
︒
ラ
バ
ー
ポ
ー
ル
で

車
線
を
区
分
し
て
い
た
28
年

度
ま
で
と
比
較
し
︑
接
触
事

案
率
は
概
ね
増
加
し
て
い
る

も
の
の
︑
ワ
イ
ヤ
ロ
ー
プ
設

置
に
よ
り
対
向
車
線
へ
の
飛

び
出
し
事
故
は
大
き
く
減
少

し
て
い
る
（
表
）︒

　

国
交
省
で
は
︑
引
き
続
き

暫
定
二
車
線
区
間
に
お
け
る

ワ
イ
ヤ
ロ
ー
プ
の
設
置
を
進

め
て
い
く
と
と
も
に
︑
カ
ー

ブ
箇
所
で
の
接
触
事
案
が
多

い
こ
と
か
ら
︑
急
カ
ー
ブ
や

連
続
カ
ー
ブ
箇
所
で
の
注
意

喚
起
対
策
を
検
討
す
る
こ
と

に
し
て
い
る
︒

�

飲
料
配
送
中
に
貨
物
が
毀き

損そ
ん

し
た
場
合
の
取
り
扱
い

を
明
確
化

「
飲
料
配
送
研
究
会
報
告
書
」

を
公
表

　

国
土
交
通
省
︑
国
税
庁
︑

農
林
水
産
省
︑
経
済
産
業
省

お
よ
び
中
小
企
業
庁
は
７
月

26
日
︑
全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協

会
な
ど
飲
料
配
送
の
関
係
者

や
法
律
の
専
門
家
等
を
構
成

員
と
す
る
﹁
飲
料
配
送
研
究

会
﹂
が
取
り
ま
と
め
た
報
告

書
を
公
表
し
た
︒

　

飲
料
に
つ
い
て
は
︑
配
送

中
に
荷
崩
れ
等
が
発
生
し
た

場
合
︑
炭
酸
漏
れ
等
の
貨
物

の
毀き

そ

ん損
状
況
が
外
観
か
ら
判

断
し
づ
ら
い
面
が
あ
る
︒
貨

物
に
毀
損
が
生
じ
た
場
合
︑

毀
損
範
囲
の
決
定
や
費
用
負

担
︑
廃
棄
方
法
等
に
つ
い
て
︑

荷
送
人
や
荷
受
人
と
運
送
事

業
者
と
の
間
で
ト
ラ
ブ
ル
と

な
る
ケ
ー
ス
が
発
生
し
て
い

る
︒

　

こ
の
た
め
︑
同
研
究
会
で

は
︑
荷
崩
れ
等
に
際
し
て
の

処
理
に
関
し
て
︑
法
律
や
標

準
貨
物
自
動
車
運
送
約
款
が

ど
の
よ
う
に
運
用
さ
れ
る
べ

き
か
に
つ
い
て
議
論
を
重
ね
︑

報
告
書
と
し
て
取
り
ま
と
め

た
︒

　

報
告
書
で
は
︑
①
包
装
資

材
（
段
ボ
ー
ル
）
の
扱
い
︑

②
貨
物
の
毀
損
範
囲
の
判

断
︑
③
廃
棄
の
費
用
負
担
に

関
す
る
基
準
︑
④
相
談
窓
口

の
設
置
と
問
題
事
例
へ
の
対

応
︱
︱
な
ど
に
つ
い
て
取
り

上
げ
て
い
る
︒
併
せ
て
︑
飲

料
配
送
中
に
貨
物
が
毀
損
し

た
場
合
に
お
い
て
︑
標
準
運

送
約
款
に
従
う
と
ど
の
よ
う

に
処
理
す
べ
き
か
︑
同
約
款

の
適
用
細
則
を
定
め
て
い
る
︒

な
お
︑
報
告
書
と
適
用
細
則

は
︑
国
交
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
掲
載
さ
れ
て
い
る
︒

　

国
交
省
で
は
︑
今
後
飲
料

９
月
は
自
動
車
点
検
整
備

　
　

 

推
進
運
動
強
化
月
間

不
正
改
造
防
止
、
確
実
な

点
検
整
備
実
施
の
徹
底
を

　

１
年
を
通
じ
て
﹁
ト
ラ
ッ

ク
運
送
業
界
に
お
け
る
点
検

整
備
推
進
運
動
﹂
を
実
施
し

て
い
る
全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協

会
で
は
︑
９
月
１
日
㈰
か
ら

９
月
30
日
㈪
の
１
か
月
間
を

全
国
統
一
の
﹁
自
動
車
点
検

整
備
推
進
運
動
強
化
月
間
﹂

と
定
め
て
同
運
動
を
展
開
す

る
（
各
都
道
府
県
ト
ラ
ッ
ク

協
会
で
は
︑
地
域
事
情
に
応

じ
て
独
自
に
強
化
月
間
を
設

定
す
る
﹁
地
方
独
自
強
化
月

間
﹂
を
設
定
）︒

　

昨
年
10
月
１
日
に
は
車
両

総
重
量
８
㌧
以
上
の
ト
ラ
ッ

ク
の
ス
ペ
ア
タ
イ
ヤ
等
が
新

た
に
３
か
月
ご
と
の
定
期
点

検
項
目
に
追
加
さ
れ
る
な

ど
︑
不
正
改
造
の
防
止
と
と

も
に
︑
確
実
な
点
検
整
備
実

施
の
徹
底
が
求
め
ら
れ
て
い

る
︒

　

同
期
間
に
お
い
て
は
︑
①

大
型
自
動
車
に
関
す
る
適
切

な
点
検
・
整
備
の
実
施
方
法

に
つ
い
て
の
啓
発
（
表 

重
点

配
送
に
お
い
て
貨
物
の
毀
損

等
が
発
生
し
た
場
合
に
は
︑

同
報
告
書
に
沿
っ
た
処
理
が

な
さ
れ
る
よ
う
︑
関
係
省
庁

等
と
連
携
し
て
飲
料
配
送
の

関
係
事
業
者
に
対
し
て
周
知

を
行
っ
て
い
く
︒

点
検
項
目
）
②
黒
煙
濃
度
に

影
響
を
及
ぼ
す
部
品
等
の
自

主
点
検
・
整
備
の
実
施
に
関

す
る
啓
発
③
Ｄ
Ｐ
Ｆ
（
黒
煙

除
去
フ
ィ
ル
タ
）
等
の
後
処

理
装
置
付
き
車
の
正
し
い
使

用
方
法
に
関
す
る
啓
発
︱
︱

の
３
つ
を
重
点
実
施
項
目
と

し
て
全
国
的
に
運
動
を
展
開

す
る
︒

　

な
お
︑
事
業
用
ト
ラ
ッ
ク

を
50
台
以
上
か
つ
︑
大
型
自

動
車
（
車
両
総
重
量
８
㌧
以

上
）
を
保
有
す
る
事
業
者
に

お
い
て
は
︑
別
途
︑
重
点
点

検
期
間
中
（
９
月
～
11
月
）

に
定
期
点
検
を
行
う
大
型
自

動
車
に
つ
い
て
︑﹁
重
点
点
検

項
目
﹂
の
点
検
結
果
を
各
運

輸
支
局
等
に
報
告
す
る
必
要

が
あ
る
︒

　

実
施
要
領
等
の
詳
細
は
全

ト
協
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
参
照
︒

第
３
回
目
と
な
る
今
回
は
︑

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
な
ど

を
招
い
て
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
を

実
施
し
た
︒

　

全
ト
協
か
ら
は
︑
寺
岡
洋

一
副
会
長
（
愛
知
県
ト
ラ
ッ

ク
協
会
会
長
）
と
牟
田
光
良

愛
知
県
ト
協
専
務
理
事
が
出

席
︒
寺
岡
副
会
長
が
資
料
に

基
づ
き
説
明
を
行
い
︑
①
名

古
屋
高
速
に
つ
い
て
︑
Ｅ
Ｔ

Ｃ
利
用
を
前
提
と
し
た
対
距

離
制
に
移
行
す
る
場
合
に

は
︑
一
定
の
上
限
料
金
を
設

定
す
る
こ
と
や
︑
事
業
用
車

両
向
け
の
大
口
・
多
頻
度
割

引
に
準
ず
る
制
度
を
創
設
す

る
こ
と
︑
②
伊
勢
湾
岸
道
路

東
海
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ（
Ｉ

Ｃ
）
～
飛
島
Ｉ
Ｃ
（
名
港
ト

リ
ト
ン
）
に
つ
い
て
︑
海
峡

部
等
特
別
区
間
の
料
金
水
準

の
低
減
や
大
口
・
多
頻
度
割

引
の
適
用
な
ど
に
よ
り
負
担

を
軽
減
す
る
こ
と
︑
③
東
海

環
状
自
動
車
道
な
ど
中
京
圏

の
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
つ
い

て
︑
早
期
の
道
路
整
備
の
実

現
と
ミ
ッ
シ
ン
グ
リ
ン
ク
の

解
消
を
促
進
す
る
こ
と
︱
︱

を
要
望
し
た
︒

�

テ
ロ
対
策
徹
底
を
呼
び
か
け

夏
期
の
多
客
期
に
際
し

　

国
土
交
通
省
は
７
月
19

日
︑
夏
期
の
多
客
期
（
７
月

20
日
～
９
月
１
日
）
に
お
け

る
テ
ロ
防
止
対
策
へ
の
協
力

を
依
頼
す
る
文
書
を
︑
全
日

本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
宛
て
に
発

出
し
た
︒

　

ま
た
︑
国
交
省
か
ら
の
要

請
を
受
け
︑
全
ト
協
は
７
月

23
日
︑
各
都
道
府
県
ト
ラ
ッ

ク
協
会
宛
て
に
同
内
容
の
文

書
を
発
出
し
︑
会
員
事
業
者

へ
の
周
知
徹
底
を
行
っ
た
︒

　

同
文
書
で
は
︑
ト
ラ
ッ
ク

運
送
事
業
者
に
対
し
︑
①
営

業
所
・
車
庫
内
外
の
巡
回
︑

②
終
業
後
の
ド
ア
ロ
ッ
ク
の

徹
底
︑
③
営
業
所
等
に
お
け

る
不
審
な
荷
物
の
発
見
時
お

よ
び
不
審
者
情
報
等
の
警
察

へ
の
連
絡
の
徹
底
︑
④
配
送

先
か
ら
荷
送
り
人
に
覚
え
が

な
い
な
ど
不
審
な
荷
物
で
あ

る
旨
の
連
絡
が
あ
っ
た
場
合

の
荷
物
に
触
れ
な
い
旨
の
注

意
喚
起
︑
荷
物
の
状
態
に
応

じ
た
速
や
か
な
引
き
取
り
︑

警
察
へ
の
連
絡
の
徹
底
︑
⑤

放
射
性
物
質
等
危
険
物
輸
送

に
お
け
る
安
全
管
理
の
徹

底
︑
⑥
テ
ロ
発
生
時
の
通
報

・
連
絡
・
指
示
体
制
の
整
備

�

﹁
見
え
る
﹂
安
全
活

動
コ
ン
ク
ー
ル
を
実
施

９
月
30
日
ま
で
募
集

　

厚
生
労
働
省
で
は
︑
労
働

災
害
防
止
に
向
け
た
事
業
場

等
の
取
り
組
み
事
例
を
募
集

・
公
開
し
︑
国
民
か
ら
の
投

票
等
に
よ
り
優
良
事
例
を
選

ぶ
︑令
和
元
年
度﹁﹃
見
え
る
﹄

安
全
活
動
コ
ン
ク
ー
ル
﹂
を

実
施
し
て
い
る
︒

　

同
コ
ン
ク
ー
ル
は
︑
安
全

活
動
に
熱
心
に
取
り
組
ん
で

い
る
事
業
場
等
が
︑
国
民
や

取
引
先
に
注
目
さ
れ
る
運
動

﹁
あ
ん
ぜ
ん
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
﹂

の
一
環
と
し
て
実
施
さ
れ
て

い
る
も
の
で
︑
今
回
で
９
回

目
と
な
る
︒

　

応
募
期
間
は
９
月
30
日
㈪

ま
で
︒
応
募
事
例
は
﹁
あ
ん

ぜ
ん
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
﹂
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
（
Ｈ
Ｐ
）
に
掲
載

さ
れ
︑
11
月
１
日
㈮
～
12
月

31
日
㈫
に
実
施
さ
れ
る
投
票

の
結
果
等
に
基
づ
き
︑
優
良

事
例
が
決
定
す
る
︒

　

応
募
に
関
す
る
詳
細
は
︑

厚
労
省
Ｈ
Ｐ
を
参
照
の
こ
と
︒

�

令
和
元
年
度
﹁
全
国
労
働

衛
生
週
間
﹂
を
実
施

10
月
１
日
〜
７
日

　

厚
生
労
働
省
は
10
月
１
日

か
ら
７
日
ま
で
︑﹁
健
康
づ

く
り
は 

人
づ
く
り 

み
ん
な

で
つ
く
る 

健
康
職
場
﹂
を
ス

ロ
ー
ガ
ン
に
︑
令
和
元
年
度

﹁
全
国
労
働
衛
生
週
間
﹂
を

実
施
す
る
︒

　

全
国
労
働
衛
生
週
間
は
︑

労
働
者
の
健
康
管
理
や
職
場

環
境
の
改
善
な
ど
︑
労
働
衛

生
に
関
す
る
国
民
の
意
識
を

高
め
る
と
と
も
に
︑
職
場
で

の
自
主
的
な
活
動
を
促
し
て

労
働
者
の
健
康
を
確
保
す
る

こ
と
な
ど
を
目
的
に
︑
昭
和

25
年
か
ら
毎
年
実
施
さ
れ
て

い
る
も
の
で
︑
今
年
で
70
回

目
︒
毎
年
10
月
１
日
か
ら
７

日
ま
で
を
本
週
間
︑
９
月
１

日
か
ら
30
日
ま
で
を
準
備
期

間
と
し
︑
各
職
場
で
職
場
巡

視
や
ス
ロ
ー
ガ
ン
掲
示
︑
労

働
衛
生
に
関
す
る
講
習
会
・

見
学
会
の
開
催
な
ど
︑
様
々

な
取
り
組
み
を
展
開
す
る
よ

う
呼
び
か
け
て
い
る
︒

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
お

よ
び
都
道
府
県
ト
ラ
ッ
ク
協

会
で
は
︑
厚
労
省
か
ら
の
協

力
依
頼
を
受
け
︑
９
月
の
準

備
期
間
お
よ
び
本
週
間
に
お

い
て
︑
労
働
衛
生
管
理
活
動

に
取
り
組
む
こ
と
と
し
て
い

る
︒

中
京
圏
の
新
た
な
高
速
道
路
料
金

に
つ
い
て
全
ト
協
が
意
見
を
陳
述

社
会
資
本
整
備
審
議
会

�

Ｗｅ
ｂ
講
座
﹁
ト
ラ
ッ
ク
運

送
業
の
業
務
改
善
講
座
﹂

を
開
講

中
小
企
業
大
学
校

　
（
独
）
中
小
企
業
基
盤
整

備
機
構
（
中
小
機
構
）
が
運

営
し
て
い
る
中
小
企
業
大
学

校
で
は
︑
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を
活
用
し
て
提
供
す
る
﹁
Ｗ

Ｅ
Ｂ
ｅ
ｅ
（
ウ
ェ
ビ
ー
）
オ

ン
ラ
イ
ン
ゼ
ミ
﹂に
お
い
て
︑

﹁
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
の
業
務

改
善
講
座
～
荷
主
と
の
連
携

を
中
心
に
し
た
改
善
活
動

～
﹂
を
開
講
す
る
︒

　

同
講
座
で
は
︑
自
社
に
お

け
る
業
務
改
革
に
つ
い
て
実

践
的
に
取
り
組
む
と
と
も

に
︑
各
回
の
課
題
作
業
を
通

じ
て
︑
自
社
の
業
務
・
経
営

改
革
計
画
の
立
案
に
取
り
組

む
こ
と
が
可
能
︒
講
師
は
︑

合
同
会
社
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー

ン
・
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
研
究

所
代
表
社
員
の
久
保
田
精
一

氏
が
務
め
る
︒

　

研
修
期
間
は
︑
10
月
１
日

㈫
～
23
日
㈬
（
全
４
回
︑
12

時
間
）︑
時
間
は
14
時
30
分

～
17
時
30
分
︒
対
象
者
は
経

営
幹
部
・
管
理
者
︒
定
員
５

人
（
先
着
順
）︒
受
講
料
２

万
２
０
０
０
円
（
税
込
）︒

　

受
講
申
し
込
み
に
関
す
る

詳
細
は
︑
中
小
企
業
大
学
校

﹁W
EBee Cam

pus

﹂
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
参
照
の
こ
と
︒

表

表 重点点検項目（①関係）
点検時期

点検箇所
3か月点検 12か月点検

原動機 燃料装置 燃料漏れ 同左

電気装置 電気配線 接続部の緩みおよび損傷 同左

走行装置 ホイール
タイヤの状態 同左

ホイール・ナットおよび
ホイール・ボルトの緩み

ホイール・ナットおよび
ホイール・ボルトの損傷

制動装置 ホースおよび
パイプ

漏れ、損傷および
取付状態 同左

社会資本整備審議会道路分科会国土幹線道路部会
第３回中京圏小委員会（7月23日、国交省）
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会社名　　大協運送株式会社
代表者　　津田　淳一　代表取締役社長
所在地　　石川県能美市大浜町マ79-3
創　立　　昭和40年10月
資本金　　1,000万円
従業員数　24人（うちドライバー17人）
所有台数　17台

会社概要 事
に
誇
り
を
も
っ
て
も
ら
え

る
か
﹄
と
い
う
こ
と
を
考
え

な
が
ら
︑
会
社
の
形
や
物
流

と
い
う
仕
事
の
形
を
変
え
る

こ
と
が
で
き
れ
ば
と
考
え
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
﹂（
同
）

ら
︑
い
ろ
い
ろ
な
企
画
を
生

み
出
し
て
い
く
こ
と
で
︑
当

社
の
発
信
力
も
向
上
し
ま

す
︒
経
営
者
と
し
て
は
︑
従

業
員
の
様
々
な
思
い
に
寄
り

添
い
︑
多
彩
な
施
策
に
ト
ラ

イ
し
て
い
く
こ
と
を
通
じ
て
︑

当
社
を
﹃
よ
り
居
心
地
の
い

い
会
社
﹄
に
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
︒
居
心
地

の
い
い
会
社
に
し
て
い
く
こ

と
が
で
き
れ
ば
︑
従
業
員
の

定
着
率
も
ア
ッ
プ
し
ま
す
︒

ま
た
︑
求
職
者
の
方
に
対
し

て
運
送
会
社
の
楽
し
さ
を
伝

え
て
い
け
る
よ
う
に
な
る
こ

と
で
︑
優
秀
な
人
材
確
保
の

実
現
に
一
歩
近
づ
き
ま
す
︒

中
小
運
送
事
業
者
に
と
っ
て
︑

い
ま
在
籍
し
て
い
る
従
業
員

の
満
足
度
を
高
め
る
と
と
も

に
︑
対
外
的
に
運
送
業
界
の

魅
力
を
伝
え
て
新
た
な
人
材

を
確
保
し
て
い
く
た
め
に
は
︑

﹃
福
利
厚
生
の
充
実
化
﹄
は

欠
か
せ
な
い
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
﹂（
同
）

（
取
材
協
力
）
大
協
運
送
㈱ 

津
田
淳
一
代
表
取
締
役
社
長

　

大
協
運
送
㈱
（
津
田
淳
一

代
表
取
締
役
社
長
）
は
︑
主

に
精
密
機
器
や
繊
維
製
品
の

輸
送
を
手
が
け
る
輸
送
事
業

部
の
ほ
か
︑タ
イ
ヤ
事
業
部
︑

倉
庫
事
業
部
の
３
事
業
部
で

構
成
さ
れ
る
運
送
会
社
で
あ

る
︒

　

さ
て
︑
県
都
金
沢
市
か
ら

南
西
約
20
㌔
㍍
の
場
所
に
位

置
す
る
能
美
市
に
は
多
く
の

企
業
が
立
地
し
て
お
り
︑
こ

う
し
た
企
業
で
働
く
20
～
30

代
の
若
年
層
の
転
入
等
に
よ

り
︑
能
美
市
で
は
緩
や
か
な

人
口
増
加
傾
向
が
み
ら
れ
る

と
い
う
※
︒
し
か
し
︑
こ
う

し
た
若
年
層
の
中
に
は
ま
だ

経
済
的
基
盤
が
安
定
し
て
い

な
い
人
も
み
ら
れ
︑
日
々
の

生
活
を
送
っ
て
い
く
中
で
︑

家
賃
や
住
宅
ロ
ー
ン
と
い
っ

た
住
居
費
に
対
す
る
負
担
が

重
荷
に
な
っ
て
い
る
人
も
少

な
く
な
い
︒

　

同
社
で
は
︑
本
社
営
業
所

の
近
く
に
ア
パ
ー
ト
や
貸
家

を
所
有
し
て
い
る
︒
そ
こ
で
︑

同
社
に
新
た
に
入
社
し
た
従

業
員
の
住
居
費
負
担
軽
減
を

図
る
た
め
︑
入
社
を
機
に
同

社
所
有
の
ア
パ
ー
ト
や
貸
家

に
入
居
し
た
従
業
員
に
対
し

て
﹁
入
社
後
１
年
間
家
賃
無

料
﹂
に
す
る
取
り
組
み
を
行

っ
て
い
る
︒

　
﹁
当
社
保
有
物
件
を
活
用

し
︑
こ
れ
ま
で
ト
ラ
ッ
ク
運

送
業
界
の
経
験
が
な
い
方
に

費
用
の
負
担
が
少
な
い
形
で

転
居
し
て
い
た
だ
く
こ
と
で
︑

当
社
に
入
社
し
た
業
界
未
経

験
者
を
貴
重
な
戦
力
と
し
て

育
て
て
い
き
た
い
と
い
う
思

い
が
あ
り
ま
し
た
︒
遠
方
に

お
住
ま
い
の
︑
ト
ラ
ッ
ク
運

送
業
界
に
興
味
を
も
た
れ
て

い
る
方
が
︑﹃
居
住
地
を
変

え
て
ま
で
こ
の
会
社
で
働
き

た
い
﹄
と
心
に
決
め
て
当
社

の
門
を
叩
く
と
い
う
こ
と
は
︑

そ
れ
だ
け
当
社
で
の
仕
事
に

対
す
る
意
欲
が
高
い
と
い
う

証
拠
に
も
な
り
ま
す
︒
当
社

と
し
て
は
︑﹃
入
社
後
１
年

間
家
賃
無
料
﹄
に
よ
っ
て
入

社
へ
の
ハ
ー
ド
ル
を
下
げ
︑

業
界
未
経
験
者
を
支
援
し
た

い
と
い
う
思
い
か
ら
︑﹃
入
社

後
１
年
間
家
賃
無
料
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
﹄
を
始
め
ま
し
た
﹂

（
津
田
社
長
）

　

同
社
で
は
︑
単
身
者
向
け

の
メ
ゾ
ネ
ッ
ト
タ
イ
プ
の
ア
パ

ー
ト
２
軒
（
６
部
屋
）
と
︑

家
族
向
け
の
貸
家
２
軒
を
保

有
し
︑
現
在
５
人
の
従
業
員

が
住
ん
で
い
る
︒
な
お
︑
こ

の
５
人
は
入
社
１
年
未
満
の

新
入
社
員
で
は
な
い
た
め
︑

現
在
﹁
入
社
後
１
年
間
家
賃

無
料
﹂
の
対
象
に
は
な
っ
て

い
な
い
が
︑
会
社
か
ら
家
賃

補
助
が
支
給
さ
れ
て
い
る
た

め
︑
安
価
で
ア
パ
ー
ト
や
貸

家
に
入
居
す
る
こ
と
が
で
き

る
の
で
あ
る
︒

　

と
こ
ろ
で
︑
同
社
で
は
も

と
も
と
社
員
寮
を
保
有
し
て

い
た
と
い
う
︒
し
か
し
︑
社

員
寮
に
住
ん
で
い
る
社
員
が

同
社
を
退
職
せ
ざ
る
を
得
な

く
な
っ
た
場
合
︑
今
ま
で
住

ん
で
い
た
寮
か
ら
は
退
出
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
る
︒

退
職
に
よ
っ
て
︑
職
と
と
も

に
住
ま
い
も
失
っ
て
し
ま
う

と
い
う
の
で
は
︑
元
従
業
員

に
と
っ
て
は
日
々
の
暮
ら
し

が
一
気
に
厳
し
く
な
る
︒
そ

う
し
た
点
を
考
慮
し
︑
ア
パ

ー
ト
や
貸
家
を
保
有
し
︑
入

居
す
る
従
業
員
に
対
し
て
家

賃
補
助
を
出
す
形
に
変
え

た
︒
現
在
︑
同
社
が
保
有
す

る
物
件
の
入
居
者
の
中
に
︑

　

さ
て
︑
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業

界
は
男
性
従
事
者
の
割
合
が

非
常
に
高
い
︒
ま
た
︑
ト
ラ

ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
は
基
本
的

に
一
人
勤
務
で
あ
り
︑
拘
束

時
間
は
長
く
︑
生
活
リ
ズ
ム

も
不
規
則
に
な
り
が
ち
で
あ

る
︒
そ
の
た
め
︑
異
性
と
の

出
会
い
の
機
会
は
限
ら
れ
︑

未
婚
の
ま
ま
年
齢
を
重
ね
て

い
く
ド
ラ
イ
バ
ー
も
少
な
く

な
い
︒
同
社
の
従
業
員
の
平

均
年
齢
は
54
歳
で
あ
る
が
︑

ド
ラ
イ
バ
ー
の
中
に
は
未
婚

者
も
多
く
い
る
と
い
う
︒
こ

う
し
た
中
で
同
社
で
は
︑
未

同
社
の
退
職
者
が
１
人
い
る
︒

社
員
寮
と
は
違
い
︑
同
社
を

退
職
し
て
も
家
賃
を
払
っ
て

さ
え
い
れ
ば
そ
の
ま
ま
住
む

こ
と
が
で
き
る
た
め
︑
元
従

業
員
に
と
っ
て
は
退
職
を
機

に
困
窮
状
態
に
陥
っ
て
し
ま

う
と
い
う
危
険
性
が
薄
ま
っ

て
い
る
︒

　

さ
て
︑
同
社
で
は
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
も
同
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

の
Ｐ
Ｒ
を
行
っ
て
い
る
︒
以

前
︑
そ
れ
を
見
た
秋
田
県
在

住
者
か
ら
︑
同
社
に
求
人
募

集
へ
の
問
い
合
わ
せ
が
あ
っ
た

と
い
う
︒

　
﹁
茨
城
県
か
ら
当
社
に
入

社
し
た
人
の
家
族
が
︑
当
社

の
貸
家
に
移
り
住
ん
だ
こ
と

も
あ
り
ま
し
た
︒
ア
パ
ー
ト

や
貸
家
な
ど
と
い
っ
た
住
ま

い
を
提
供
す
る
こ
と
で
︑
県

外
か
ら
の
当
社
へ
の
入
社
が

み
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い

ま
す
︒
新
天
地
に
移
り
住
ん

で
︑
運
送
の
仕
事
を
頑
張
り

た
い
と
い
う
業
界
未
経
験
者

の
背
中
を
押
し
て
あ
げ
ら
れ

る
よ
う
に
︑﹃
入
社
後
１
年

間
家
賃
無
料
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
﹄

は
今
後
も
続
け
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
﹂（
同
）

※﹁
能
美
創
生
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
﹂

（
平
成
28
年
︑能
美
市
）よ
り
︒

婚
ド
ラ
イ
バ
ー
へ
の
婚
活
支

援
も
進
め
て
い
る
︒

　
﹁
当
社
従
業
員
に
よ
る
ボ

ー
リ
ン
グ
大
会
に
私
の
娘
が

遊
び
に
来
た
時
に
︑
娘
か
ら

は
従
業
員
に
つ
い
て
︑﹃
若
い

人
も
中
に
は
い
た
け
れ
ど
も
︑

今
風
の
ス
タ
イ
ル
に
は
と
て

も
見
え
な
か
っ
た
﹄
と
聞
か

さ
れ
ま
し
た
︒
当
社
で
は
ト

ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
を
プ
ロ
デ

ュ
ー
ス
し
︑
業
界
未
経
験
の

方
な
ど
に
向
け
て
仕
事
や
私

生
活
が
充
実
し
て
い
る
姿
を

発
信
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
︒﹃
自
分
を
格
好

よ
く
変
え
る
﹄︑
そ
し
て
﹃
ト

ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
の
仕
事

を
格
好
よ
く
変
え
る
﹄
た
め

の
き
っ
か
け
の
ひ
と
つ
と
し

て
︑
ド
ラ
イ
バ
ー
の
婚
活
支

援
に
乗
り
出
す
こ
と
を
決
め

ま
し
た
﹂（
同
）

　

ド
ラ
イ
バ
ー
の
婚
活
支
援

に
あ
た
り
︑
同
社
で
は
︑
石

川
県
と
（
公
財
）
い
し
か
わ

結
婚
・
子
育
て
支
援
財
団
か

ら
﹁
い
し
か
わ
婚
活
応
援
企

業
﹂
の
認
定
を
受
け
た
︒
な

お
︑
同
応
援
企
業
に
認
定
さ

れ
る
こ
と
で
︑
従
業
員
の
出

会
い
に
繋
が
る
図
の
よ
う
な

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
る
︒

　

同
社
で
は
︑
県
と
同
財
団

が
実
施
し
て
い
る
婚
活
ツ
ア

ー
や
異
性
心
理
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
講
座
な
ど
と
い
っ
た

イ
ベ
ン
ト
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を

社
内
に
配
置
し
︑
独
身
従
業

員
に
対
し
て
イ
ベ
ン
ト
へ
の

参
加
を
呼
び
か
け
て
い
る
と

い
う
︒

　
﹁
イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加
を
通

じ
て
成
婚
に
至
っ
た
従
業
員

は
残
念
な
が
ら
ま
だ
い
ま
せ

　

さ
て
︑
同
社
で
は
か
つ
て

﹁
社
員
会
﹂
が
組
織
さ
れ
て

お
り
︑
社
員
旅
行
な
ど
に
出

か
け
る
こ
と
も
あ
っ
た
︒
し

か
し
︑
時
代
の
流
れ
と
と
も

に
そ
う
し
た
こ
と
は
な
く
な

っ
て
い
っ
た
と
い
う
︒

　

創
業
者
で
あ
る
先
代
社
長

に
代
わ
っ
て
平
成
28
年
に
就

任
し
た
津
田
社
長
は
︑﹁
従

業
員
同
士
が
交
流
を
深
め
ら

れ
る
よ
う
な
機
会
を
作
り
た

い
﹂
と
︑
従
業
員
を
集
め
て

の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
開
始
︒

従
業
員
か
ら
は
様
々
な
ア
イ

デ
ア
が
提
案
さ
れ
た
た
め
︑

有
志
を
募
っ
て
そ
れ
ら
を
実

行
す
る
こ
と
に
し
た
︒
現
在
︑

社
内
に
は
登
山
サ
ー
ク
ル
や

バ
イ
ク
ツ
ー
リ
ン
グ
サ
ー
ク

ル
な
ど
が
組
織
さ
れ
︑
従
業

員
同
士
が
交
流
を
深
め
て
い

る
と
い
う
︒
ま
た
︑
同
社
の

保
有
す
る
ア
パ
ー
ト
の
中
に

は
海
沿
い
に
建
つ
物
件
も
あ

る
こ
と
か
ら
︑
近
所
に
あ
る

バ
ー
と
連
携
し
て
︑
同
社
の

ア
パ
ー
ト
で
海
を
見
な
が
ら

ジ
ャ
ズ
バ
ン
ド
の
演
奏
や
ア

ん
が
︑
婚
活
を
通
じ
て
自
分

を
磨
く
と
と
も
に
︑
こ
れ
ま

で
の
自
分
の
世
界
と
は
違
っ

た
空
気
感
に
触
れ
る
こ
と
で
︑

独
身
従
業
員
に
と
っ
て
は
自

分
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
変

え
る
大
き
な
き
っ
か
け
に
な
っ

て
い
る
と
思
い
ま
す
︒
格
好

い
い
ド
ラ
イ
バ
ー
が
日
々
輝

い
て
仕
事
を
し
て
い
る
姿
を

対
外
的
に
ア
ピ
ー
ル
で
き
る

よ
う
に
な
る
こ
と
で
︑
こ
れ

ま
で
運
送
会
社
に
興
味
の
な

か
っ
た
方
々
に
ド
ラ
イ
バ
ー
へ

の
憧
れ
を
感
じ
て
も
ら
う
と

と
も
に
︑
就
職
先
の
ひ
と
つ

と
し
て
運
送
業
界
を
認
識
し

て
も
ら
え
る
よ
う
に
な
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
︒
将

来
︑
当
社
に
入
社
し
て
く
る

方
々
が
︑﹃
ど
ん
な
運
送
会

社
な
ら
ば
︑
自
分
た
ち
の
仕

ル
コ
ー
ル
を
楽
し
め
る
よ
う

な
イ
ベ
ン
ト
も
計
画
し
て
い

る
と
い
う
︒

　
﹁
当
社
と
し
て
は
︑
従
業

員
に
楽
し
く
感
じ
る
よ
う
な

イ
ベ
ン
ト
を
自
発
的
に
立
案

・
実
行
し
て
も
ら
う
こ
と

で
︑
従
業
員
同
士
の
交
流
が

よ
り
深
ま
れ
ば
と
考
え
て
い

ま
す
︒
ま
た
︑
地
域
住
民
と

の
交
流
が
深
ま
る
こ
と
に
よ

り
︑
地
域
貢
献
に
繋
げ
る
こ

と
も
で
き
ま
す
︒﹃
自
分
た

ち
の
し
た
い
こ
と
に
︑
果
敢

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
き
る
﹄
と
い

う
の
は
︑
小
回
り
の
利
く
中

小
企
業
だ
か
ら
こ
そ
の
強
み

だ
と
思
い
ま
す
﹂（
同
）

　

様
々
な
福
利
厚
生
施
策
を

通
じ
て
︑
従
業
員
の
満
足
度

向
上
に
繋
げ
よ
う
と
し
て
い

る
同
社
︒
今
後
も
︑
こ
う
し

た
福
利
厚
生
充
実
へ
の
積
極

的
な
取
り
組
み
を
継
続
し
て

い
く
と
︑
津
田
社
長
は
語
っ

て
い
る
︒

　
﹁
福
利
厚
生
を
充
実
さ
せ

る
こ
と
で
︑
求
職
者
の
方
に

対
し
て
﹃
当
社
で
は
こ
ん
な

こ
と
が
で
き
ま
す
﹄
と
Ｐ
Ｒ

で
き
る
材
料
が
増
え
ま
す
︒

そ
れ
に
よ
り
︑
就
職
活
動
の

際
に
︑
数
多
く
あ
る
同
業
者

の
う
ち
か
ら
︑
就
職
先
と
し

て
当
社
を
選
ん
で
い
た
だ
け

る
よ
う
に
な
り
ま
す
︒
従
業

員
の
意
見
を
活
か
し
な
が

津田　淳一
代表取締役社長

楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト
を
自
発
的
に
企
画 

自
社
を
「
居
心
地
の
い
い
会
社
」
に
変
え
て
い
く

　

ド
ラ
イ
バ
ー
不
足
が
顕
著
に
な
っ
て
い

る
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
に
お
い
て
︑
人
材

確
保
を
実
現
さ
せ
る
た
め
の
ツ
ー
ル
の
ひ

と
つ
と
し
て
︑﹁
従
業
員
に
対
す
る
福
利

厚
生
﹂
を
強
化
す
る
運
送
事
業
者
が
増

加
傾
向
に
あ
る
︒
現
在
在
籍
し
て
い
る
従

業
員
の
満
足
度
向
上
に
も
繋
が
る
こ
と

か
ら
︑
福
利
厚
生
の
充
実
化
は
従
業
員
の

離
職
防
止
に
も
効
果
が
期
待
で
き
る
︒
そ

こ
で
︑
本
特
集
で
は
︑
従
業
員
に
対
す
る

福
利
厚
生
の
充
実
化
に
取
り
組
ん
で
い
る

運
送
事
業
者
を
取
材
し
︑
具
体
的
な
取

り
組
み
内
容
な
ど
を
レ
ポ
ー
ト
し
て
い
く
︒

　

今
回
は
︑
石
川
県
能
美
市
の
大
協
運

送
㈱
に
お
け
る
福
利
厚
生
充
実
へ
の
取
り

組
み
を
紹
介
す
る
︒

「
家
賃
無
料
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
で
生
活
支
援

運
送
に
興
味
を
持
つ
求
職
者
の
背
中
を
押
す

中
小
企
業
だ
か
ら
こ
そ
積
極
的
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

自
社
の
魅
力
を
磨
き
上
げ
て
人
材
確
保
実
現
へ

「
ド
ラ
イ
バ
ー
を
も
っ
と
格
好
よ
く
し
た
い
」

独
身
従
業
員
の
生
き
方
を
変
え
る
婚
活
支
援

図　「いしかわ婚活応援企業」のメリット
・企業間交流専用サイトを通じて、社員が他の認定企業の社員と簡
単に交流会を開催することができます。
・「いしかわ企業版しあわせアドバイザー」情報交換サイトを利用し
て、アドバイザー同士が気軽に連絡を取り合い、交流会や勉強会
の開催に向けて、情報交換や参加呼びかけ・参加申し込みができ
ます。
・若手社員向けライフプラン講座・研修会の支援が受けられます。
・若手社員向け婚活応援ガイドブックがもらえます。

同社内では登山などのサークルが組織され、従業
員同士が交流を深めている

婚活ツアーなどのパンフレットを社内に置くな
ど、従業員の婚活支援にも乗り出す

同社では新入社員を対象に、同社が所有する物件に入居した場合に「入社後1年間
家賃無料」にしている（写真は家族向けの貸家）

第
２
回　

大
協
運
送
株
式
会
社
（
石
川
県
能
美
市
）

●　●　●　●　中小トラック運送事業者における福利厚生特集　●　●　●　●

人材確保・満足度向上に繋がる福利厚生
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く
れ
る
環
境
を
作
る
の
が
社

長
の
仕
事
で
あ
り
︑
そ
の
代

償
と
し
て
も
ら
え
る
の
が
社

長
の
給
料
だ
と
考
え
ま
す
︒

大
切
な
従
業
員
の
人
生
や
時

間
を
仕
事
に
使
っ
て
も
ら
っ
て

い
る
︒
そ
の
人
た
ち
が
生
活

で
き
る
環
境
を
作
っ
て
あ
げ

る
︒
そ
れ
が
で
き
な
か
っ
た

ら
仕
事
を
し
て
い
る
価
値
は

な
い
と
感
じ
ま
す
﹂（
同
）

　

ま
た
︑
吉
里
社
長
は
﹁
原

価
計
算
の
基
礎
と
な
る
の
は

従
業
員
の
給
与
確
保
か
ら
﹂

と
述
べ
︑
従
業
員
が
活
き
い

き
と
し
て
︑﹁﹃
会
社
に
来
る

の
が
楽
し
い
﹄
と
思
う
会
社

を
作
る
た
め
﹂
と
言
う
︒
ま

た
︑
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
を

徹
底
し
て
輸
送
品
質
を
向
上

さ
せ
て
い
く
の
に
必
要
な
の

は
︑﹁
や
は
り
人
材
︒
人
を

確
保
で
き
る
こ
と
︒
そ
れ
こ

そ
が
今
後
の
生
き
残
り
の

道
﹂
と
断
言
す
る
︒

　

一
方
で
︑﹁
残
業
し
た
い
﹂

と
い
う
人
間
は
申
告
制
で
受

け
入
れ
る
︒
さ
ら
に
︑
同
社

の
給
与
体
系
は
︑
年
齢
給
＋

職
能
給
と
な
っ
て
お
り
︑
残

業
し
て
職
務
を
経
験
す
れ
ば

す
る
ほ
ど
翌
年
職
能
給
が
ア

ッ
プ
す
る
の
で
︑﹁
頑
張
っ
た

人
は
頑
張
っ
た
だ
け
﹂
給
与

が
ア
ッ
プ
す
る
仕
組
み
だ
︒

　
﹁
従
業
員
の
意
思
を
尊
重

し
て
︑﹃
も
っ
と
仕
事
が
し
た

い
﹄
と
い
う
選
択
肢
は
残
し

て
い
ま
す
が
︑
基
本
︑﹃
残

業
し
な
く
て
も
生
活
で
き
る

賃
金
レ
ベ
ル
﹄
と
い
う
こ
と

は
︑
何
が
何
で
も
守
っ
て
い

き
ま
す
﹂（
同
）

　

㈲
マ
ル
ヨ
シ
運
輸
は
︑
沖

縄
県
浦
添
市
に
平
成
10
年
４

月
に
創
業
︒
主
な
業
務
内
容

は
︑
乳
製
品
製
造
会
社
へ
の

原
材
料
輸
送
︑
同
社
製
品
の

　

荷
主
企
業
は
大
企
業
で
も

あ
り
︑
物
流
担
当
者
の
人
事

異
動
も
多
い
︒
あ
る
時
同
社

が
い
つ
も
通
り
︑
ド
ラ
イ
バ

ー
を
含
め
て
３
人
で
作
業
等

を
行
っ
て
い
る
と
︑
赴
任
し

た
ば
か
り
の
物
流
担
当
者
か

ら
︑
同
社
の
作
業
に
つ
い
て

料
金
収
受
有
無
の
問
い
合
わ

せ
が
あ
っ
た
︒
当
時
は
︑﹁
お

手
伝
い
﹂﹁
サ
ー
ビ
ス
﹂
と
し

冷
凍
・
冷
蔵
輸
送
︑
量
販
セ

ン
タ
ー
へ
の
食
品
輸
送
な
ど

で
あ
る
︒
一
般
貨
物
輸
送
が

約
７
割
を
占
め
︑
残
り
３
割

は
第
一
種
貨
物
利
用
運
送
事

業
な
ど
を
行
っ
て
い
る
︒

　

設
立
時
は
従
業
員
10
人
︑

車
両
数
７
台
で
ス
タ
ー
ト
︒

当
時
の
業
務
内
容
は
︑
港
か

ら
の
コ
ン
テ
ナ
の
横
持
ち
な

ど
の
１
次
配
送
が
ほ
と
ん
ど

て
行
っ
て
い
た
作
業
だ
っ
た

が
︑
そ
の
担
当
者
以
降
は
荷

主
企
業
の
理
解
を
得
て
︑
正

当
な
附
帯
作
業
料
金
と
し
て

収
受
で
き
る
こ
と
に
な
り
︑

そ
れ
が
現
在
も
続
い
て
い
る
︒

同
社
で
は
︑
荷
主
都
合
で
の

待
機
時
間
や
強
制
的
に
﹁
無

料
﹂
の
附
帯
作
業
等
は
一
切

な
い
︒

　

ま
た
︑
こ
れ
ら
の
効
率
化

を
図
る
た
め
︑

コ
ン
テ
ナ
の
納

品
時
間
を
同
社

の
都
合
に
合
わ

せ
て
も
ら
え
れ

ば
︑
逆
に
料
金

割
引
も
行
う
よ

う
に
な
っ
て
い
る
︒

　

吉
里
社
長

は
︑｢

人
数
が
多

い
方
が
作
業
は

早
く
終
り
︑
１

次
配
送
車
の
回

転
が
良
く
な
り

ま
す
︒さ
ら
に
︑

そ
の
作
業
が
終

わ
っ
た
ら
次
の

現
場
に
移
動
し

て
︑
今
度
は
ほ

か
の
現
場
で
作

業
を
進
め
ま
す
︒

で
︑
車
両
構
成
は
１
次
配
送

用
車
両
と
︑
一
般
貨
物
の
た

め
の
冷
凍
・
冷
蔵
車
と
が
ほ

ぼ
半
数
で
あ
っ
た
︒そ
の
後
︑

次
第
に
他
社
の
仕
事
も
増
や

し
て
い
き
︑
現
在
の
車
両
数

は
大
型
か
ら
小
型
ま
で
15
台

と
な
っ
て
い
る
︒

　

保
有
車
両
の
う
ち
一
般
車

両
は
︑
原
材
料
の
１
次
配
送

を
行
っ
て
お
り
︑
輸
送
距
離

は
ご
く
短
く
片
道
６
～
14
㌔

㍍
ほ
ど
で
あ
り
︑
こ
れ
ら
の

車
両
は
多
い
日
に
は
１
日
３

往
復
す
る
場
合
も
あ
る
︒
１

少
な
い
車
と
人
数
で
原
価
を

上
回
る
収
入
を
得
る
に
は
︑

　
﹁
私
は
︑
運
送
事
業
の
経

験
が
な
く
︑
当
初
は
な
か
な

か
利
益
が
出
ま
せ
ん
で
し
た
︒

一
時
は
﹃
曾
孫
請
け
﹄
の
よ

う
な
廉
価
な
仕
事
も
受
け
ざ

る
を
得
な
い
時
期
も
あ
り
︑

４
年
目
に
は
銀
行
か
ら
借
り

た
運
転
資
金
が
底
を
つ
き
︑

会
社
経
営
の
危
機
に
直
面
し

ま
し
た
︒
こ
の
ま
ま
下
請
け

を
続
け
て
い
て
は
︑﹃
コ
ン
プ

ラ
イ
ア
ン
ス
を
維
持
し
な
が

ら
会
社
を
存
続
し
︑
従
業
員

の
雇
用
を
守
る
こ
と
は
で
き

な
い
﹄
と
思
い
︑
自
ら
が
積

極
的
に
営
業
で
き
る
よ
う
︑

原
価
計
算
表
を
作
成
す
る
こ

と
に
し
ま
し
た
︒
現
在
で
は
︑

車
両
別
の
燃
費
表
︑車
両
費
︑

人
件
費
等
で
原
価
を
把
握
︑

そ
れ
を
積
み
重
ね
て
見
積
書

を
作
成
し
て
い
ま
す
﹂（
同
）

　

吉
里
社
長
は
︑
原
価
積
上

式
の
見
積
書
を
作
成
︑
初
め

て
の
競
合
見
積
に
挑
ん
だ
︒

当
時
は
︑ま
だ
一
般
的
に
﹁
質

よ
り
価
格
﹂
と
い
う
風
潮
が

強
か
っ
た
︒
し
か
し
︑
競
合

社
よ
り
見
積
額
が
高
い
に
も

　

同
社
の
ド
ラ
イ
バ
ー
は
︑

全
員
が
同
一
の
業
務
を
行
う

こ
と
が
可
能
と
な
っ
て
い
る
︒

一
つ
の
業
務
を
終
え
た
ド
ラ

イ
バ
ー
は
︑
車
両
を
乗
り
換

え
て
次
の
配
送
を
す
る
か
︑

デ
バ
ニ
ン
グ
や
蔵
入
れ
な
ど

の
作
業
を
す
る
な
ど
︑
無
駄

な
時
間
が
な
い
︒
軽
ト
ラ
ッ

ク
は
︑
軽
貨
物
輸
送
と
し
て

使
用
す
る
こ
と
も
あ
る
が
︑

ド
ラ
イ
バ
ー
が
他
の
作
業
場

所
へ
行
く
移
動
車
に
も
活
用

さ
れ
て
い
る
︒
少
数
精
鋭
で

仕
事
の
回
転
を
上
げ
︑
生
産

性
向
上
を
図
る
こ
と
が
可
能

に
な
っ
て
い
る
︒

　
﹁
私
が
製
造
業
出
身
と
い

う
こ
と
も
あ
り
︑
初
め
て
運

輸
業
界
の
仕
事
を
み
た
と
き

に
ち
ょ
っ
と
違
和
感
が
あ
り

ま
し
た
︒
お
客
様
の
工
場
や

物
流
セ
ン
タ
ー
は
︑
所
謂
︑

﹃
他
人
の
会
社
の
敷
地
﹄
で

す
︒
そ
こ
で
長
時
間
居
座
っ

て
荷
物
を
積
み
込
ん
だ
り
︑

卸
し
た
り
作
業
を
し
て
い
る

姿
に
疑
問
を
も
ち
ま
し
た
︒

ス
ッ
と
作
業
が
終
わ
り
引
き

上
げ
る
運
送
事
業
者
と
長
時

間
居
座
る
運
送
事
業
者
と
で

ー
ス
も
あ
る
︒

　
﹁
運
賃
交
渉
で
受
け
入
れ

て
い
た
だ
け
な
い
場
合
は
︑

車
両
の
固
定
費
を
吸
収
す
る

た
め
に
稼
働
率
を
上
げ
て
対

応
し
て
い
ま
す
︒
ま
た
︑
原

価
計
算
表
と
比
べ
て
利
益
が

得
ら
れ
る
か
否
か
の
判
断
に

迫
ら
れ
た
場
合
は
︑
ま
ず
は

荷
主
に
適
正
運
賃
を
示
し
て

理
解
を
求
め
る
こ
と
が
第
一

　
﹁
今
後
の
目
標
は
︑﹃
減
収

増
益
﹄
を
基
本
に
︑
さ
ら
な

る
従
業
員
の
待
遇
改
善
に
努

め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
︒

ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
は
︑﹃
国

民
生
活
と
経
済
を
支
え
る
ラ

イ
フ
ラ
イ
ン
﹄
と
し
て
の
役

割
を
果
た
す
重
要
な
産
業
で

あ
り
︑
そ
の
産
業
を
支
え
る

ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
の
給

与
は
他
産
業
平
均
よ
り
上
で

あ
る
べ
き
と
考
え
て
い
ま
す
︒

こ
の
た
め
大
幅
な
ベ
ー
ス
ア

ッ
プ
を
計
画
し
て
お
り
︑
来

年
度
の
目
標
達
成
を
目
指
し

て
い
ま
す
﹂（
同
）

　

同
社
の
労
働
時
間
に
つ
い

て
は
︑
１
日
当
た
り
７
時
間

労
働
︑
残
業
時
間
は
１
人
当

は
︑
ど
ち
ら
が
お
客
様
の
た

め
に
な
る
の
か
︒
そ
こ
で
︑

時
間
の
空
い
た
ド
ラ
イ
バ
ー

を
作
業
員
と
し
て
派
遣
し

て
︑
ド
ラ
イ
バ
ー
と
と
も
に

作
業
を
進
め
る
こ
と
で
︑
お

客
様
構
内
で
の
作
業
時
間
を

最
短
で
終
了
さ
せ
る
こ
と
に

し
ま
し
た
﹂（
吉
里
国
男
社
長
）

　

特
に
︑
１
次
配
送
で
は
︑

厳
し
い
時
間
指
定
も
な
く
︑

あ
る
程
度
融
通
が
利
い
た
こ

と
か
ら
︑
仕
事
（
荷
物
）
の

流
れ
が
み
え
て
く
る
と
︑
同

社
の
都
合
に
よ
っ
て
作
業
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
調
整
が
可
能

で
︑
さ
ら
に
︑
荷
主
の
在
庫

を
管
理
す
る
こ
と
で
︑
業
量

の
平
準
化
や
積
載
効
率
の
向

上
が
可
能
と
な
っ
た
︒

で
︑
理
解
を
得
ら
れ
な
い
場

合
は
配
送
ル
ー
ト
や
時
間
帯

の
変
更
を
お
願
い
し
︑
作
業

時
間
を
減
ら
し
て
い
ま
す
︒

こ
れ
ま
で
一
度
だ
け
︑
理
解

し
て
い
た
だ
け
な
か
っ
た
荷

主
を
お
断
り
し
ま
し
た
︒
し

か
し
︑
数
か
月
後
に
は
﹃
他

社
で
は
同
水
準
の
サ
ー
ビ
ス

を
得
ら
れ
な
か
っ
た
﹄
と
い

う
理
由
で
︑
再
度
仕
事
の
依

頼
が
あ
り
ま
し
た
﹂（
同
）

た
り
月
間
平
均
15
時
間
と
法

定
内
で
収
ま
っ
て
い
る
︒
最

終
的
な
目
標
は
︑
同
６
時
間

労
働
を
掲
げ
て
い
る
︒

　

こ
の
﹁
従
業
員
フ
ァ
ー
ス

ト
﹂
と
い
う
吉
里
社
長
の
経

営
方
針
は
︑
以
前
﹁
こ
の
会

社
は
好
き
で
す
が
︑
生
活
で

き
な
い
の
で
辞
め
さ
せ
て
く

だ
さ
い
﹂
と
言
っ
て
︑
会
社

を
去
っ
た
従
業
員
の
言
葉
が

あ
っ
た
か
ら
だ
と
い
う
︒

　
﹁
あ
る
会
議
で
︑
出
席
者
に

﹃
社
長
と
従
業
員
の
ど
ち
ら

が
飯
を
食
わ
せ
て
い
る
の
か
﹄

を
尋
ね
ま
し
た
︒
８
割
の
社

長
さ
ん
が
﹃
自
分
が
食
わ
せ

て
い
る
﹄
と
答
え
ま
し
た
︒

私
は
︑
従
業
員
が
頑
張
っ
て

次
配
送
で
運
ん
だ
コ
ン
テ
ナ

は
デ
バ
ニ
ン
グ
や
蔵
入
れ
作

業
な
ど
も
請
け
負
っ
て
い
る
︒

　

一
方
︑冷
凍
・
冷
蔵
車
は
︑

荷
主
の
物
流
セ
ン
タ
ー
か
ら

量
販
店
２
社
の
店
舗
へ
の
配

送
を
し
て
い
る
︒
沖
縄
本
島

は
南
部
︑
中
部
︑
北
部
の
３

つ
に
大
別
さ
れ
る
が
︑
同
社

が
配
送
を
担
当
し
て
い
る
の

は
中
部
と
北
部
に
あ
る
店
舗

と
な
っ
て
い
る
︒
こ
の
他
に
も

港
か
ら
冷
凍
・
冷
蔵
商
品
を

引
き
取
っ
て
問
屋
な
ど
に
納

品
す
る
仕
事
や
︑
ア
イ
ス
ク

リ
ー
ム
な
ど
冷
凍
品
を
配
送

す
る
仕
事
な
ど
も
あ
る
︒

　

こ
れ
ら
の
様
々
な
輸
送
品

目
・
形
態
と
作
業
内
容
︑
ド

ラ
イ
バ
ー
の
稼
働
時
間
と
空

き
時
間
と
を
い
か
に
組
み
合

わ
せ
る
か
が
︑
同
社
の
特
徴

で
あ
り
強
み
で
あ
る
︒

ド
ラ
イ
バ
ー
の
質
や
現
場
の

力
が
重
要
で
す｣

と
話
す
︒

か
か
わ
ら
ず
︑
そ
の
仕
事
を

得
る
こ
と
に
成
功
し
た
︒
後

日
分
か
っ
た
こ
と
だ
が
︑
そ

の
競
合
社
で
は
︑
毎
回
違
う

ド
ラ
イ
バ
ー
が
来
る
た
め
︑

毎
回
立
ち
会
い
が
必
要
で
︑

荷
主
と
し
て
は
﹁
価
格
が
高

く
て
も
毎
回
安
心
し
て
頼
め

る
運
送
事
業
者
が
い
い
﹂
と

い
う
評
価
だ
っ
た
の
だ
︒
同

社
は
︑
ド
ラ
イ
バ
ー
全
員
が

同
一
の
業
務
を
行
う
こ
と
が

可
能
だ
っ
た
た
め
︑﹁
品
質
﹂

が
ア
ド
バ
ン
テ
ー
ジ
と
な
っ

て
仕
事
を
得
る
こ
と
が
で
き

た
︑
初
め
て
の
ケ
ー
ス
と
な

っ
た
︒

　

ま
た
︑
あ
る
荷
主
に
対
し

て
は
︑
１
個
25
㌔
㌘
の
袋
姿

の
貨
物
の
積
卸
作
業
に
つ
い

て
︑
手
卸
・
手
積
み
か
ら
パ

レ
ッ
ト
化
を
提
案
し
︑
発
荷

主
︑
同
社
︑
着
荷
主
の
３
社

で
費
用
負
担
を
す
る
こ
と
で
︑

ド
ラ
イ
バ
ー
の
肉
体
作
業
に

頼
ら
な
い
安
定
し
た
輸
送
・

供
給
体
制
の
確
立
を
成
し
遂

げ
る
と
と
も
に
︑
結
果
的
に

は
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
に
繋
が
る

提
案
が
受
け
入
れ
ら
れ
た
ケ

㈲マルヨシ運輸
［代表取締役　吉里　国男］

会社所在地	 沖縄県浦添市牧港 1-58-18
資本金	 400 万円
設　立	 平成 10 年 4月
従業員数	 22 人（うちドライバー19 人）
車両数	 15 台

　

ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
の
処
遇
改
善
に

向
け
た
原
資
を
確
保
す
る
た
め
に
は
︑

全
て
の
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者
が
適
正
な

原
価
計
算
に
基
づ
き
︑
再
生
産
可
能
な

運
賃
・
料
金
収
受
を
確
実
に
行
っ
て
い
く

こ
と
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
︒

　

そ
こ
で
︑
本
企
画
は
︑
適
正
運
賃
・

料
金
を
収
受
し
︑
ド
ラ
イ
バ
ー
の
労
働
条

件
の
底
上
げ
を
目
指
す
運
送
事
業
者
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
︑
シ
リ
ー
ズ
で
取
り

上
げ
て
い
き
ま
す
︒

　

今
回
は
︑
沖
縄
県
浦
添
市
の
有
限
会

社
マ
ル
ヨ
シ
運
輸
（
吉
里
国
男
代
表
取
締

役
）に
お
け
る
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
す
︒

「
減
収
増
益
」「
時
短
」「
給
与
増
」
を
基
本
に

従
業
員
の
待
遇
改
善
を
一
層
推
進

時
間
の
空
い
た
ド
ラ
イ
バ
ー
は
軽
ト
ラ
ッ
ク
で
移
動
し
て
㊤
、
他
の
現
場

で
作
業
を
行
う
㊦

ド
ラ
イ
バ
ー
全
員
が
同
じ
業
務
遂
行
可
能

収
益
性
向
上
の
ポ
イ
ン
ト
は
マ
ル
チ
タ
ス
ク

下
請
け
か
ら
の
脱
却
に
は

原
価
積
み
上
げ
型
の
計
算
書
が
必
要

附
帯
作
業
料
金
収
受
の
き
っ
か
け
は

荷
主
企
業
担
当
者
の
申
し
出
か
ら

同社の多種多様な輸送に対応する車両ラインナップ

吉里　国男
代表取締役

シリーズ企画「適正運賃・料金収受推進」特集
～ドライバーの労働条件改善実現を目指して～

有
限
会
社
マ
ル
ヨ
シ
運
輸
（
沖
縄
県
浦
添
市
）

第
３
回

創
業
４
年
目
か
ら
原
価
把
握
を
開
始

原
価
計
算
の
基
本
は
従
業
員
の
給
与
確
保
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・大型自動車免許取得と貨物運送業界で必要な知識
習得による即戦力の養成
・企業実習を含め、物流の５大機能（輸配送、荷役、包
装、保管、流通加工）を現場で学ぶ
・安全確保のための知識の徹底理解と吸収＝貨物自
動車運送事業者が初任運転者に対して行う特別な
指導に相当する内容（安全運転の心構え、車両構
造、危険予知訓練、健康管理など）
・荷主に対する適切な対応ができるビジネスマナーの
習得
・外部講師として、就職支援にあたり運送会社（ビジョ
ン推進委員会メンバー）の経営者や運転手として就
職し、運送会社でキャリアアップした社員による実
践的な講話
・外部講師として、県職員３人（群馬の物流、交通安
全のハードとソフト、道づくりビジョン）による行政
施策の知識の習得

図１　カリキュラムの特徴
　

６
月
11
日
㈫
︑
群
馬
県
前

橋
市
の
群
馬
県
ト
ラ
ッ
ク
協

会
に
て
﹁
大
型
自
動
車
一
種

運
転
業
務
従
事
者
育
成
コ
ー

ス
﹂
の
入
校
式
が
行
わ
れ
︑

ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
へ
の
就

業
を
希
望
す
る
受
講
生
９
人

が
顔
を
そ
ろ
え
た
︒

　

同
育
成
コ
ー
ス
は
︑
離
職

者
の
就
業
支
援
を
主
目
的
に

実
施
さ
れ
る
も
の
で
︑
開
講

に
先
立
っ
て
４
月
と
５
月
に

　

ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
で
は
現
在
︑
ド
ラ

イ
バ
ー
不
足
が
深
刻
化
し
て
い
る
︒
我
が

国
の
ト
ラ
ッ
ク
物
流
を
維
持
し
て
い
く
た

め
に
は
︑
業
界
未
経
験
の
ド
ラ
イ
バ
ー
を

獲
得
・
育
成
し
︑
戦
力
に
し
て
い
く
こ
と

が
欠
か
せ
な
い
︒

　

こ
う
し
た
中
︑
群
馬
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会

（
武
井
宏
会
長
）
で
は
今
年
度
か
ら
︑
大

型
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
と
し
て
の
就
業

を
希
望
す
る
求
職
者
に
対
し
て
︑
大
型
自

動
車
一
種
免
許
の
取
得
お
よ
び
ト
ラ
ッ
ク

運
送
業
界
へ
の
就
労
に
必
要
と
な
る
知
識

等
の
習
得
を
目
指
す
訓
練
﹁
大
型
自
動
車

一
種
運
転
業
務
従
事
者
育
成
コ
ー
ス
﹂
を

開
始
し
︑
業
界
未
経
験
者
の
獲
得
・
育
成

・
就
業
支
援
に
力
を
入
れ
て
い
る
︒

　

こ
こ
で
は
︑
同
育
成
コ
ー
ス
の
内
容
や

同
育
成
コ
ー
ス
実
施
ま
で
の
経
緯
と
と
も

に
︑
群
馬
県
ト
協
に
お
け
る
取
り
組
み
に

つ
い
て
紹
介
す
る
︒

行
わ
れ
た
説
明
会
で
は
︑
公

共
職
業
安
定
所
（
ハ
ロ
ー
ワ

ー
ク
）
な
ど
を
通
じ
て
同
育

成
コ
ー
ス
を
知
っ
た
30
代
か

ら
60
代
の
離
職
者
等
30
人
ほ

ど
か
ら
問
い
合
わ
せ
が
あ
っ

た
︒
な
お
︑
説
明
会
へ
の
参

加
は
︑
離
職
者
が
雇
用
保
険

を
受
給
す
る
際
の
求
職
活
動

実
績
と
し
て
︑
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
か
ら
認
め
ら
れ
て
い
る
︒

　

今
回
受
講
す
る
９
人
は
全

員
男
性
で
︑
平
均
年
齢
は
50

・
04
歳
︑
最
年
長
者
は
63
歳

で
あ
る
︒

　

訓
練
は
︑
６
月
11
日
㈫
～

７
月
24
日
㈬
ま
で
の
１
か
月

半
に
わ
た
っ
て
行
わ
れ
た（
訓

練
日
数
＝
27
日
）︒
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
の
特
徴
は
図
１
の
通

り
と
な
っ
て
い
る
︒

　

と
こ
ろ
で
︑
同
育
成
コ
ー

ス
は
群
馬
県
か
ら
の
委
託
事

業
と
し
て
実
施
さ
れ
て
お

り
︑
群
馬
県
ト
協
の
ほ
か
県

内
の
自
動
車
教
習
所
や
自
動

車
メ
ー
カ
ー
が
運
営
す
る
研

修
施
設
な
ど
に
よ
っ
て
︑
年

間
３
回
実
施
さ
れ
る
予
定
と

な
っ
て
い
る
︒
そ
の
中
で
も
︑

群
馬
県
ト
協
が
実
施
し
た
今

回
の
訓
練
で
は
︑
図
１
で
示

し
た
よ
う
に
︑
県
内
の
会
員

運
送
事
業
者
の
経
営
者
や
︑

ド
ラ
イ
バ
ー
と
し
て
入
社
し

て
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
を
果
た

し
た
管
理
職
社
員
に
よ
る
実

践
的
な
話
を
聞
く
こ
と
が
で

き
る
︒
ま
た
︑
会
員
事
業
者

で
の
企
業
実
習
も
盛
り
込
ま

れ
て
い
る
︒
県
内
物
流
事
情

に
精
通
し
た
ト
ラ
ッ
ク
協
会

だ
か
ら
こ
そ
実
現
で
き
た
内

容
で
あ
り
︑
受
講
生
に
と
っ

て
は
充
実
度
の
高
い
も
の
だ

っ
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
︒
な

お
︑
主
な
訓
練
内
容
は
表
１

の
通
り
で
あ
る
︒

　

入
校
式
翌
日
の
６
月
12
日

㈬
以
降
︑
群
馬
県
ト
協
で
行

わ
れ
る
﹁
学
科
訓
練
﹂
と
自

動
車
教
習
所
で
の
﹁
実
技
訓

練
﹂
が
同
時
並
行
で
進
め
ら

れ
て
い
っ
た
︒

　

学
科
訓
練
で
は
︑﹁
貨
物

運
送
の
基
礎
知
識
（
安
全
確

保
）﹂
と
し
て
︑
国
土
交
通

省
が
定
め
た
﹁
貨
物
自
動
車

運
送
事
業
者
が
事
業
用
自
動

車
の
運
転
者
に
対
し
て
行
う

指
導
及
び
監
督
の
指
針
﹂
に

基
づ
い
た
内
容
を
指
導
す
る

ほ
か
︑
物
流
の
機
能
や
物
流

用
語
︑
ま
た
地
元
群
馬
県
の

物
流
・
道
路
・
交
通
の
状
況

な
ど
を
理
解
し
て
も
ら
う

﹁
物
流
講
座
Ａ
（
物
流
の
基

礎
）﹂︑
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
や

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
重
要

性
な
ど
を
指
導
す
る
﹁
物
流

講
座
Ｂ
（
ビ
ジ
ネ
ス
の
基
礎

﹇
就
職
支
援
﹈）﹂︑
さ
ら
に

履
歴
書
の
書
き
方
や
︑
キ
ャ

リ
ア
・
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
お
よ

び
職
業
能
力
証
明
の
ツ
ー
ル

と
し
て
厚
生
労
働
省
が
周
知

を
図
っ
て
い
る
﹁
ジ
ョ
ブ
・
カ

ー
ド
﹂
の
作
成
と
い
っ
た
﹁
就

職
支
援
﹂な
ど
を
実
施
し
た
︒

学
科
訓
練
で
は
︑
群
馬
県
ト

協
の
担
当
職
員
の
ほ
か
︑
群

馬
県
庁
の
職
員
や
カ
ー
デ
ィ

ー
ラ
ー
の
社
員
な
ど
が
講
師

を
務
め
た
︒
ま
た
︑
県
内
会

員
事
業
者
で
あ
る
㈱
新
鮮
便

（
群
馬
県
伊
勢
崎
市
）
の
佐

藤
稔
也
社
長
と
群
馬
小
型
運

送
㈱
（
同
高
崎
市
）
の
川
手

和
義
社
長
も
登
壇
︒
経
営
ト

ッ
プ
の
生
の
声
を
聞
き
︑
受

講
生
た
ち
は
ト
ラ
ッ
ク
運
送

事
業
へ
の
理
解
を
深
め
た
︒

　

さ
て
︑
受
講
生
全
員
が
同

じ
内
容
を
受
講
す
る
学
科
訓

練
と
は
異
な
り
︑
県
内
４
か

所
の
自
動
車
教
習
所
で
行
わ

れ
る
実
技
訓
練
は
︑
受
講
開

始
時
に
保
有
し
て
い
る
運
転

免
許
の
種
類
に
よ
っ
て
カ
リ

　

７
月
８
日
㈪
～
12
日
㈮
に

は
︑
受
講
生
が
そ
れ
ぞ
れ
分

か
れ
て
︑
県
内
会
員
事
業
者

６
社
で
の
企
業
実
習
に
臨
ん

だ
︒

　

企
業
実
習
は
︑
ト
ラ
ッ
ク

運
送
業
界
へ
の
就
職
を
前
に
︑

物
流
の
５
大
機
能（
輸
配
送
︑

荷
役
︑
包
装
︑
保
管
︑
流
通

加
工
）
を
物
流
の
現
場
で
体

験
し
︑
業
界
へ
の
理
解
を
一

層
深
め
て
も
ら
う
た
め
に
実

施
す
る
も
の
で
あ
る
︒
実
習

受
入
先
は
︑
同
育
成
コ
ー
ス

を
担
当
す
る
群
馬
県
ト
協
ビ

ジ
ョ
ン
推
進
委
員
会
（
松
原

二
三
男
委
員
長
︑別
項
参
照
）

の
メ
ン
バ
ー
の
う
ち
の
６
社
で

あ
る
︒

　

１
週
間
に
わ
た
る
企
業
実

習
で
は
︑
懇
切
丁
寧
な
実
習

を
行
う
べ
く
︑
受
入
先
事
業

者
が
そ
れ
ぞ
れ
︑
事
業
者
の

キ
ュ
ラ
ム
が
異
な
っ
て
く
る
︒

既
に
中
型
免
許
を
取
得
済
み

の
受
講
生
（
２
人
）
は
︑
大

型
免
許
取
得
に
際
し
て
は
14

時
間
の
技
能
講
習
を
受
け
れ

ば
済
む
︒
一
方
︑
現
在
８
㌧

限
定
中
型
免
許
（
平
成
19
年

６
月
１
日
以
前
に
取
得
し
た

普
通
免
許
）
を
保
有
し
て
い

る
受
講
生
（
７
人
）
は
︑
20

時
間
（
オ
ー
ト
マ
チ
ッ
ク
限

定
免
許
の
場
合
は
24
時
間
）

の
技
能
講
習
受
講
が
必
要
と

な
る
︒
な
お
︑
同
育
成
コ
ー

ス
の
受
講
料
は
テ
キ
ス
ト
代

を
除
い
て
無
料
と
な
っ
て
い

る
が
︑
技
能
講
習
の
指
定
時

間
を
オ
ー
バ
ー
し
た
り
︑
卒

業
検
定
を
ク
リ
ア
で
き
な
か

っ
た
場
合
の
追
加
費
用
は
自

己
負
担
と
な
っ
て
い
る
︒
そ

の
た
め
︑
受
講
生
た
ち
は
み

ん
な
真
剣
に
技
能
講
習
に
臨

ん
で
い
た
︒

特
徴
を
活
か
し
た
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
を
策
定
し
た
︒
参
考
と

し
て
︑
受
入
先
の
う
ち
の
１

社
で
あ
る
㈱
新
鮮
便
に
お
け

る
実
習
内
容
を
表
２
に
示

す
︒
同
社
で
は
︑
ト
ラ
ッ
ク

運
送
に
留
ま
ら
ず
︑
３
温
度

帯
（
冷
凍
︑
冷
蔵
︑
常
温
）

の
保
管
庫
や
物
流
セ
ン
タ
ー

を
保
有
し
て
お
り
︑
包
括
的

な
物
流
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し

会
員
事
業
者
の
協
力
を
得
て
企
業
実
習
を
実
施

１
週
間
で
総
合
的
に
物
流
を
学
ぶ

■
育
成
コ
ー
ス
密
着
レ
ポ
ー
ト
②

群馬県ト協で行われた学科訓練。安全確保に向けての知識や物流の基礎などを学んだ

　　　 協会主導の「育成コース」が
業界未経験者と会員運送事業者の接点に

�群馬県トラック協会　松原二三男副会長（ビジョン推進委員会委員長）

　当委員会ではここ数年来、トラック運送業界を取り巻く課題を共有し、解決するた
めの展望と施策について協議を重ねてきました。その中でも特に「人材育成・確保対
策」に焦点をあて、リクルート用DVDの活用に積極的に取り組んでいるところです。
平成30年以降、同DVDを活用した高等学校向け出前講座を実施するなど、業界に
対する高校生の興味・関心を高める取り組みを進めています。
　私が社長を務めている㈲美松運送（群馬県藤岡市）では、28年度より実施されて
きた「群馬県　物流人材育成・確保対策事業」に参加し、３年間で９人の業界未経
験者を採用してきました。当社は従業員数50人程度という規模の会社です。当社のよ
うな小規模の会社の求人募集に応募することは、求職者の中にはハードルの高さを
感じる人もいるのではないかと思います。そうした状況下で、同事業を通じて９人の
業界未経験者を獲得できたことはとても大きいと感じています。求人募集に苦しんで
いる中小運送事業者にとっては、このような事業を活用することで人材獲得に結び付
けることができるのではないでしょうか。
　しかしながら、30年度で同事業が最終年度を迎えたことから、当委員会では同事
業の成果を引き継ぐべく、新たな事業として「大型自動車一種運転業務従事者育成コ
ース」の試行に踏み切りました。今年４月と５月に説明会を行いましたが、会場には
業界に興味をもたれている30人もの方から問い合わせがあり、10人を超える方々がい
らっしゃいました。説明会の中で来場者の皆さんに話を聞いてみると、就職先として
トラック運送業界に興味・関心をもたれている方が決して少なくないことを実感しまし
た。
　中小運送事業者にとって、受講生の実習受け入れや訓練を修了した方の採用など
を通じて同事業に参画していくことは、業界に興味をもっている業界未経験の方と接
点をもつことのできる数少ないチャンスだと思います。当委員会としては、こうした運
送事業者と業界未経験者との「出会いの場」を作り、業界未経験者の獲得・育成へ
の取り組みを継続していくことが何よりも大事だと考えています。

１
か
月
半
に
わ
た
る
多
彩
な
訓
練
を
経
て

業
界
期
待
の
新
人
ド
ラ
イ
バ
ー
へ

業界未経験者を即戦力に育てる「ドライバー育成コース」
【群馬県トラック協会】「大型自動車一種運転業務従事者育成コース」密着レポート

表１　訓練内容（6月11日㈫〜7月24日㈬、訓練日数27日）
� 科目 時間

学科
（群馬県
ト ラ ッ ク
協会）

貨物運送の基礎知識（安全確保） 17
物流講座A（物流の基礎） 6
物流講座B（ビジネスの基礎［就職支援］） 6
就職支援 7

実技 教習所訓練（県内 4教習所） 14～ 24
企業実習（ビジョン推進委員会メンバー企業 6社） 30

総訓練時間 80～ 90

表２　㈱新鮮便における企業実習内容（7月8日㈪〜12日㈮の5日間）
期日 時間帯 実習内容

7月8日㈪

9:00 ～ 10:30 会社の理念、経営方針
10:35 ～ 12:00 財務、労務（人事・教育）
13:00 ～ 14:30 交通事故防止・ドライブシミュレータ他

14:35 ～ 16:00 車両整備・運転支援装置・エコドライブ
他

7月9日㈫
9:00 ～ 12:00 メーカー物流／積込み・配送（量販店セ

ンター納品）

13:00 ～ 16:00 メーカー物流／積込み・配送（量販店セ
ンター納品）

7月10日㈬ 9:00 ～ 12:00 中間流通業者／荷受け～検品～保管
13:00 ～ 16:00 食品メーカー／セットアップ・仕分け

7月11日㈭ 9:00 ～ 12:00 中間流通業者／荷受け～検品～保管
13:00 ～ 16:00 中間流通業者／解凍作業他

7月12日㈮

9:00 ～ 12:00 倉庫業の仕組み
13:00 ～ 14:30 運行管理・キャリアアップ・接客態度他

14:35 ～ 16:00 総括（質問・要望）関係者参加／レポー
ト他

「
学
科
訓
練
」
と
「
実
技
訓
練
」
で
構
成

ト
ラ
ッ
ク
協
会
だ
か
ら
こ
そ
で
き
た
充
実
の
訓
練
内
容

■
育
成
コ
ー
ス
密
着
レ
ポ
ー
ト
①
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法令　　  クイズ
マル　 バツ

	〜積載編〜
	 【解 答】２面に問題

❶	×（施行令第22条第3号ハ）貨物自動
車に積載できる貨物の高さは、3.8メート
ルからその自動車の積載をする場所の
高さを減じたものでなければならない。
❷	×（法第57条第3項）出発地警察署長
が当該車両の構造又は道路若しくは交
通の状況により支障がないと認めて積
載重量等を限って許可をしたときは、当
該許可に係る積載重量等の範囲内で当
該制限を超える積載をして車両を運転す
ることができる。
❸	○（法第58条第2項）許可証の交付を
受けた車両の運転者は、当該許可に係る

車両の運転中、当該許可証を携帯してい
なければならない。
❹	○（法第58条の2）警察官は、積載
物の重量の制限を超える積載をしている
と認められる車両が運転されているとき
は、当該車両を停止させ、並びに当該
車両の運転者に対し、自動車検査証その
他政令で定める書類の提示を求め、及
び当該車両の積載物の重量を測定する
ことができる。
❺	×（施行令第22条第3号ロ）積載する
貨物の幅は、自動車の幅を超えてはなら
ない。

食
　
文
　
化

158「
郷
土
の
味
③
」 

天
然
氷
の
か
き
氷

　

暑
さ
に
う
だ
っ
て
い
る
目

の
前
に
雪
山
が
出
現
│
│
そ

れ
が
か
き
氷
の
醍
醐
味
だ
︒

納
涼
効
果
も
い
ち
ば
ん
で
︑

運
転
で
疲
れ
た
神
経
を
キ
ー

ン
と
一
新
し
て
く
れ
る
︒

　

個
性
的
な
か
き
氷
も
増
え

て
い
る
︒
上
州
・
中
山
道
安

中
宿
の
老
舗
醤
油
蔵
・
有
田

屋
で
味
わ
っ
た
の
は
﹁
醤
油

か
き
氷
﹂︒
蔵
の
自
慢
の
二

年
熟
成
醤
油
に
み
り
ん
︑
砂

糖
を
加
え
て
煮
詰
め
た
醤
油

シ
ロ
ッ
プ
を
か
け
回
し
て
あ

る
か
ら
︑
も
ち
ろ
ん
︑
醤
油

色
だ
︒
舌
に
の
せ
る
と
︑
み

た
ら
し
団
子
風
の
懐
か
し
い

甘
味
が
ひ
ん
や
り
︑し
ゃ
り
っ
︒

　

山
形
県
山や

ま
の
べ
ま
ち

辺
町
の
﹁
酢
だ

ま
り
か
き
氷
﹂
は
︑
氷
い
ち

ご
の
か
き
氷
に
酢
醤
油
を
か

け
た
も
の
︒
酢
醤
油
の
び
ん

で
き
た
氷
を
氷ひ

む

ろ室
で
夏
ま
で

保
存
し
た
も
の
だ
︒
製
氷
機

氷
が
当
た
り
前
の
現
代
︑
１

０
０
％
自
然
だ
か
ら
と
︑
か

え
っ
て
人
気
上
昇
中
で
あ
る
︒

　

栃
木
県
日
光
市
で
は
天
然

氷
は
郷
土
の
伝
統
産
業
で
︑

四
代
目
徳
次
郎
が
ブ
ラ
ン
ド

氷
︒
東
武
日
光
駅
近
く
の
鳴な

き

虫む
し

山
の
杉
林
に
採
氷
池
が
あ

り
︑
極
寒
に
な
っ
て
氷
が
張

は
テ
ー
マ
パ
ー
ク
・
チ
ロ
リ

ン
村
の
氷
い
ち
ご
︒
特
産
い

ち
ご
・
と
ち
お
と
め
の
粒
が

入
っ
た
シ
ロ
ッ
プ
を
か
け
た
天

然
氷
は
き
め
が
細
か
く
て
︑

ま
る
で
綿
飴
の
よ
う
に
き
ら

め
く
︒
│
│
季
節
の
味
を
正

反
対
の
季
節
に
味
わ
う
こ
と

ほ
ど
︑
贅
沢
な
楽
し
み
は
ほ

か
に
な
い
︒

 
 

（
む
か
さ
・
ち
え
こ
）

と
セ
ッ
ト
で
運
ば
れ
て
く
る

の
だ
が
︑
び
ん
の
ふ
た
代
わ

り
に
差
し
た
杉
の
葉
に
風
情

が
あ
る
︒
び
ん
を
傾
け
る
と
︑

酢
醤
油
が
杉
の
葉
を
伝
わ
っ

て
ち
ょ
ろ
ち
ょ
ろ
と
流
れ
出

て
く
る
︒
甘
酸
っ
ぱ
い
醤
油

味
が
い
ち
ご
シ
ロ
ッ
プ
と
絶

妙
の
相
性
だ
︒

　

氷
そ
の
も
の
を
楽
し
め
る

の
は
﹁
天
然
氷
﹂︒
真
冬
に

っ
た
ら
︑
表
面
の
落
葉
や
ほ

こ
り
を
ま
め
に
取
り
除
き
な

が
ら
︑
分
厚
く
て
透
明
な
氷

に
仕
上
げ
る
︒
そ
し
て
氷
塊

を
切
り
出
し
︑
杉
の
お
が
く

ず
で
包
み
な
が
ら
氷
室
で
保

存
す
る
︒
氷
が
溶
け
る
と
お

が
く
ず
が
水
分
を
吸
い
取

り
︑気
化
熱
で
冷
え
る
の
で
︑

夏
ま
で
保
存
で
き
る
の
だ
︒

　

そ
の
氷
を
堪
能
で
き
る
の

て
い
る
︒
そ
の
た
め
︑
同
社

で
実
習
を
受
け
た
受
講
生

（
１
人
）
は
︑
１
週
間
の
実

習
を
通
じ
て
総
合
的
な
物
流

サ
ー
ビ
ス
を
肌
で
感
じ
る
こ

と
が
で
き
た
だ
ろ
う
︒

　

な
お
︑
実
習
先
で
の
受
講

生
の
仕
事
ぶ
り
に
つ
い
て
は

受
入
先
事
業
者
の
指
導
担
当

者
に
よ
っ
て
チ
ェ
ッ
ク
が
行
わ

れ
︑
最
終
日
に
﹁
訓
練
成
果

シ
ー
ト
﹂（
図
２
）
と
し
て
ま

と
め
ら
れ
︑
群
馬
県
ト
協
の

担
当
者
に
送
付
さ
れ
る
︒

　
﹁
当
社
に
お
け
る
実
習
で

は
︑
ド
ラ
イ
バ
ー
と
し
て
の

資
質
に
つ
い
て
受
講
生
に
学

ん
で
い
た
だ
く
と
と
も
に
︑

当
社
で
は
物
流
セ
ン
タ
ー
な

ど
も
保
有
し
て
い
る
た
め
︑

物
流
に
つ
い
て
総
合
的
に
学

ん
で
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き

ま
し
た
︒
社
員
を
雇
用
す
る

に
あ
た
り
︑
当
社
で
も
従
来

か
ら
新
人
教
育
を
行
っ
て
き

て
い
ま
し
た
が
︑
実
習
と
い

う
形
で
業
務
を
体
験
し
て
も

ら
っ
た
こ
と
は
こ
れ
ま
で
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
︒
今
回
の

実
習
内
容
を
︑
今
後
当
社
の

新
人
教
育
に
も
活
か
し
て
い

け
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
﹂

（
㈱
新
鮮
便　

戸
个
﨑
正
幸

人
事
部
部
長
）

　

自
社
の
特
徴
を
活
か
し
な

が
ら
受
講
生
受
け
入
れ
へ
の

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
作
成
し
︑

実
際
に
受
講
生
を
受
け
入
れ

た
こ
と
で
得
ら
れ
た
様
々
な

経
験
が
︑
運
送
会
社
に
と
っ

て
は
自
社
に
お
け
る
新
人
教

育
改
善
へ
の
き
っ
か
け
に
も
な

っ
て
い
る
よ
う
だ
︒

　

さ
て
︑
１
週
間
の
企
業
実

習
終
了
後
︑
受
講
生
た
ち
は

大
型
免
許
取
得
に
向
け
た
自

動
車
教
習
所
で
の
卒
業
検
定

を
受
け
る
と
と
も
に
︑
就
職

活
動
を
本
格
化
さ
せ
て
い

く
︒
な
お
︑
群
馬
県
ト
協
で

は
実
習
先
企
業
の
選
定
に
あ

た
り
︑﹁
求
人
募
集
す
る
意

向
の
あ
る
事
業
者
﹂
で
あ
る

こ
と
を
念
頭
に
置
い
た
と
い

う
︒
そ
の
た
め
︑
受
講
生
が

企
業
実
習
を
受
け
て
い
る
間

に
受
入
先
の
担
当
者
か
ら
仕

事
ぶ
り
が
高
く
評
価
さ
れ
た

場
合
︑
訓
練
修
了
後
︑
そ
の

ま
ま
実
習
先
の
事
業
者
に
採

用
さ
れ
る
こ
と
も
考
え
ら
れ

る
と
い
う
︒

　

７
月
24
日
㈬
に
は
修
了
式

が
執
り
行
わ
れ
︑
同
育
成
コ

ー
ス
に
お
け
る
訓
練
は
幕
を

閉
じ
た
︒
な
お
︑
受
講
生
に

対
し
て
は
訓
練
修
了
後
３
か

月
間
︑
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
や
職

業
紹
介
機
関
か
ら
求
人
情
報

　

同
コ
ー
ス
実
施
の
経
緯
な

ど
に
つ
い
て
群
馬
県
ト
協
の

担
当
者
に
聞
く
と
︑
ト
ラ
ッ

ク
運
送
業
界
な
ど
人
手
不
足

の
課
題
を
抱
え
て
い
る
分
野

に
お
い
て
︑
地
域
の
創
意
工

夫
を
活
か
し
た
︑
従
来
の
職

業
訓
練
で
は
対
応
で
き
な
い

人
材
育
成
の
取
り
組
み
を
支

援
す
る
た
め
︑
厚
労
省
で
は

平
成
27
年
に
﹁
地
域
創
成
人

材
育
成
事
業
﹂
を
ス
タ
ー
ト

さ
せ
た
と
い
う
︒
こ
れ
に
︑

群
馬
県
の
事
業
を
含
む
９
事

業
が
コ
ン
テ
ス
ト
方
式
で
選

定
さ
れ
た
の
を
受
け
︑
群
馬

県
で
は
28
年
度
か
ら
30
年
度

ま
で
の
３
年
間
︑
県
産
業
経

済
部
が
主
体
と
な
っ
て
﹁
群

馬
県
物
流
人
材
育
成
・
確
保

対
策
事
業
﹂（
受
託
＝
群
馬

県
貨
物
運
送
事
業
協
同
組
合

の
提
供
が
適
宜
行
わ
れ
る
こ

と
に
な
っ
て
い
る
︒

連
合
会
）
が
行
わ
れ
た
︒
同

事
業
を
通
じ
て
︑
１
０
７
人

が
県
内
の
運
送
事
業
者
に
就

職
し
た
︒
同
事
業
が
昨
年
度

で
終
了
す
る
に
あ
た
り
︑
県

内
会
員
事
業
者
か
ら
は
業
界

未
経
験
者
の
獲
得
に
繋
が
る

同
事
業
の
継
続
を
求
め
る
声

が
群
馬
県
ト
協
に
多
く
寄
せ

ら
れ
た
︒
そ
う
し
た
こ
と
を

受
け
︑
県
で
は
今
年
度
よ
り

新
た
な
事
業
と
し
て
同
コ
ー

ス
の
開
始
に
踏
み
切
っ
た
︒

　

28
年
度
か
ら
実
施
さ
れ
て

い
た
事
業
で
は
︑
希
望
者
に

は
ま
ず
運
送
事
業
者
に
就
職

し
て
も
ら
い
︑
そ
の
上
で
大

型
免
許
を
取
得
し
た
い
と
い

う
意
欲
の
あ
る
人
に
つ
い
て

は
︑
自
動
車
教
習
所
な
ど
で

の
訓
練
に
派
遣
し
て
も
ら
っ

て
い
た
︒﹁
運
送
事
業
者
へ
の

就
職
﹂
が
事
業
参
加
の
前
提

で
あ
っ
た
た
め
︑
な
か
に
は

ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
へ
の
理

解
が
浅
い
ま
ま
入
社
し
た
こ

と
で
︑
事
業
者
側
と
新
入
社

員
側
の
ニ
ー
ズ
に
ギ
ャ
ッ
プ
が

生
じ
︑
そ
の
結
果
早
期
離
職

に
至
っ
た
よ
う
な
ケ
ー
ス
も

あ
っ
た
と
い
う
︒

　

今
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
同

コ
ー
ス
で
は
︑
座
学
や
実
習

を
通
じ
て
受
講
生
が
運
送
業

界
へ
の
理
解
を
深
め
た
上
で
︑

事
業
者
に
入
社
す
る
と
い
う

形
に
変
え
た
た
め
︑
こ
う
し

た
ミ
ス
マ
ッ
チ
の
発
生
を
抑

え
る
効
果
が
期
待
で
き
る
︒

早
期
離
職
は
︑
人
材
を
雇
い

入
れ
た
運
送
事
業
者
に
と
っ

て
は
採
用
・
人
材
育
成
コ
ス

ト
の
増
加
に
繋
が
る
︒
ま
た
︑

早
期
離
職
者
に
と
っ
て
も
︑

離
職
後
の
再
就
職
が
困
難
に

な
っ
た
り
︑
転
職
先
で
の
労

働
条
件
が
悪
化
す
る
な
ど
︑

不
利
益
に
繋
が
り
や
す
い
︒

業
界
未
経
験
者
が
訓
練
に
よ

っ
て
運
送
業
界
の
仕
事
内
容

を
具
体
的
に
知
る
こ
と
で
︑

入
社
後
の
ミ
ス
マ
ッ
チ
に
よ

る
早
期
離
職
の
リ
ス
ク
軽
減

が
期
待
さ
れ
る
︒
訓
練
を
経

て
︑
運
送
業
界
が
﹁
一
生
の

仕
事
﹂
に
な
り
得
る
と
確
信

し
た
受
講
生
だ
か
ら
こ
そ
︑

運
送
事
業
者
に
と
っ
て
も﹁
当

社
の
将
来
を
背
負
っ
て
立
つ

こ
と
の
で
き
る
人
材
﹂
と
し

て
︑
安
心
し
て
雇
い
入
れ
る

こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
︒

　　
﹁
今
回
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の

中
で
は
︑
県
内
会
員
事
業
者

の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
︑
経

営
者
や
管
理
者
か
ら
お
話
を

頂
戴
す
る
機
会
を
作
り
ま
し

た
︒
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
へ

の
理
解
を
深
め
る
こ
う
し
た

話
は
︑
受
講
生
に
と
っ
て
︑

と
て
も
興
味
深
い
も
の
に
な

っ
た
と
思
い
ま
す
︒
未
経
験

で
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
に
飛

び
込
も
う
と
し
て
い
る
受
講

生
は
︑
ド
ラ
イ
バ
ー
へ
の
憧

れ
が
感
じ
ら
れ
る
一
方
で
︑

物
流
の
知
識
は
ま
だ
不
十
分

で
す
︒
受
講
生
に
業
界
へ
の

理
解
を
一
層
深
め
て
も
ら
い
︑

入
社
後
の
ミ
ス
マ
ッ
チ
を
よ

り
少
な
く
で
き
る
よ
う
な
内

容
に
し
て
い
く
た
め
に
︑
次

回
は
ド
ラ
イ
バ
ー
や
人
事
担

当
者
な
ど
︑
よ
り
現
場
目
線

で
話
が
で
き
る
方
を
講
師
と

し
て
お
呼
び
し
た
い
と
考
え

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
﹂（
群
馬

県
ト
ラ
ッ
ク
協
会　

石
村
文

明
業
務
部
長
兼
総
務
部
長
）

　

と
こ
ろ
で
︑
政
府
は
６
月

21
日
に
閣
議
決
定
し
た
﹁
経

済
財
政
運
営
と
改
革
の
基
本

方
針
２
０
１
９
～
﹃
令
和
﹄

新
時
代
：
﹃
Ｓ
ｏ
ｃ
ｉ
ｅ
ｔ

ｙ
５
・
０
﹄へ
の
挑
戦
～
﹂（
骨

太
方
針
２
０
１
９
）の
中
に
︑

い
わ
ゆ
る
﹁
就
職
氷
河
期
世

代
﹂を
支
援
す
る
た
め
の﹁
就

職
氷
河
期
世
代
支
援
プ
ロ
グ

ラ
ム
﹂
を
盛
り
込
ん
だ
︒
現

在
30
代
半
ば
か
ら
40
代
半
ば

の
同
世
代
の
人
の
中
に
は
︑

雇
用
環
境
が
厳
し
い
時
期
に

就
職
活
動
を
行
っ
た
た
め
に

希
望
す
る
就
職
が
で
き
ず
︑

現
在
も
不
本
意
な
が
ら
不
安

定
な
仕
事
に
就
い
て
い
た
り
︑

無
業
の
状
態
に
あ
る
人
も
い

る
※
︒
同
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
︑

こ
う
し
た
人
々
に
対
し
て
︑

人
手
不
足
業
種
等
の
企
業
や

地
域
の
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
た

実
践
的
な
人
材
育
成
プ
ロ
グ

ラ
ム
等
を
整
備
し
︑
こ
の
３

年
間
で
正
規
雇
用
者
を
増
や

し
て
い
こ
う
と
し
て
い
る
︒

　

ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
に
お

い
て
も
︑
今
回
紹
介
し
た
群

馬
県
ト
協
の
同
コ
ー
ス
だ
け

に
留
ま
ら
ず
︑
今
後
各
地
で

こ
う
し
た
取
り
組
み
が
増
加

し
て
い
く
こ
と
が
想
定
さ
れ

る
︒

　

訓
練
を
通
じ
て
ト
ラ
ッ
ク

運
送
業
界
を
深
く
理
解
し
︑

大
型
免
許
等
の
資
格
を
獲
得

し
た
上
で
各
地
の
運
送
事
業

者
に
入
社
し
て
く
る
受
講
生

た
ち
︒
多
く
の
会
員
事
業
者

が
こ
う
し
た
取
り
組
み
に
か

か
わ
り
︑
受
講
生
た
ち
を
積

極
的
に
受
け
入
れ
て
い
く
こ

と
で
︑
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界

の
未
来
は
果
て
し
な
く
広
が

っ
て
い
く
に
違
い
な
い
︒

※
内
閣
府
に
よ
る
と
︑
平
成
30

年
に
35
～
44
歳
だ
っ
た
人
（
１

６
８
９
万
人
）
の
う
ち
︑
正
規

雇
用
を
希
望
し
て
い
な
が
ら
︑

現
在
は
非
正
規
雇
用
で
働
い
て

い
る
人
が
50
万
人
い
る
と
さ
れ

て
い
る
︒

早
期
離
職
に
繋
が
る
ミ
ス
マ
ッ
チ
を
防
止

訓
練
を
通
じ
て
物
流
を
「
一
生
の
仕
事
」
に

■
育
成
コ
ー
ス
実
施
の
経
緯

受講生の実習先での仕事ぶりを確認するため
の「訓練成果シート」

図２

㈲美松運送における企業実習の様子。荷受けした日が分かるように化学薬品の原材料が
入ったドラム缶に日付を書き込む

㈱新鮮便における企業実習の様子。荷受けした食品を検品し、保管順が分かるように賞
味期限日のデータを書き込んでいる
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▼
自
宅
の

庭
を
︑
ま

る
で
バ
ラ

で
敷
き
詰

め
た
か
の
よ
う
に
栽
培
し
て
い
る
バ

ラ
園
を
一
般
に
有
料
開
放
し
て
い
る

ご
夫
婦
が
い
ま
す
︒
人
づ
て
に
フ
ァ

ン
が
じ
わ
じ
わ
と
増
え
て
︑
つ
い
に

は
写
真
雑
誌
に
と
り
上
げ
ら
れ
︑
時

折
大
型
観
光
バ
ス
が
立
ち
寄
る
ま
で

に
な
り
ま
し
た
︒
▼
入
口
で
︑
来
場

者
か
ら
１
０
０
０
円
を
受
け
取
る
の

は
︑
仕
事
を
リ
タ
イ
ア
し
た
ご
主
人

の
担
当
︒
園
内
で
茶
果
（
珈
琲
か
紅

茶
を
選
択
︑
ク
ッ
キ
ー
付
き
）
の
接

待
を
す
る
の
は
奥
様
の
担
当
で
す
︒

バ
ラ
好
き
な
ご
夫
婦
︑
カ
ッ
プ
ル
︑

友
達
同
士
︑
家
族
連
れ
と
︑
老
若
男

女
が
匂
い
立
つ
何
十
種
類
も
の
バ
ラ

を
見
て
︑
触
れ
て
︑
満
喫
し
て
い
ま

す
︒
▼
約
３
０
０
坪
の
庭
一
面
に
植

え
ら
れ
た
バ
ラ
園
に
一
歩
足
を
踏
み

入
れ
た
瞬
間
︑
多
く
の
人
々
が
バ
ラ

の
虜
に
な
り
ま
す
︒
中
で
も
深
紅
の

﹁
イ
ン
グ
リ
ッ
ド
・
バ
ー
グ
マ
ン
﹂

や
黄
色
の
﹁
ピ
ー
ス
﹂
は
︑
ひ
と
き

わ
鮮
や
か
で
︑
見
る
者
を
惹
き
付
け

て
や
み
ま
せ
ん
︒
約
２
万
５
千
種
あ

る
と
言
わ
れ
る
バ
ラ
︒
そ
の
色
彩
と

は
対
極
に
あ
る
﹁
ブ
ラ
ッ
ク
・
バ
カ

ラ
﹂
は
黒
い
色
が
強
く
︑
微
香
を
放

つ
珍
し
い
品
種
︑
独
特
の
存
在
感
で

す
︒
▼
大
き
な
バ
ラ
園
に
限
ら
ず
︑

バ
ラ
好
き
な
人
々
は
身
近
に
沢
山
い

て
︑
自
宅
か
ら
最
寄
り
駅
ま
で
の
間

に
︑
数
軒
の
家
で
庭
の
大
き
さ
に
応

じ
て
創
意
工
夫
さ
れ
た
バ
ラ
達
が
生

き
い
き
と
咲
き
誇
っ
て
い
ま
す
︒
一

度
︑
自
転
車
を
止
め
て
垣
根
か
ら
外

へ
は
み
出
し
た
バ
ラ
を
眺
め
て
い
た

ら
︑
玄
関
か
ら
出
て
き
た
ご
主
人
と

目
が
合
い
︑﹁
バ
ラ
︑
綺
麗
に
咲
い

て
い
る
で
し
ょ
！　

少
し
見
て
行
き

ま
せ
ん
か
﹂
と
誘
わ
れ
ま
し
た
︒
小

さ
な
お
庭
で
し
た
が
︑
ご
夫
妻
で
丹

精
込
め
て
栽
培
し
た
バ
ラ
が
︑
そ
れ

は
そ
れ
は
嬉
し
そ
う
に
咲
い
て
い
ま

し
た
︒
作
り
手
の
愛
情
を
注
が
れ
た

バ
ラ
は
︑
き
っ
と
お
二
人
に
と
っ
て

掛
け
が
え
の
な
い
﹁
我
が
子
同
然
﹂

な
の
で
し
ょ
う
︒
▼
最
近
で
は
︑
バ

ラ
を
コ
ス
メ
や
フ
レ
グ
ラ
ン
ス
︑
紅

茶
に
配
合
し
て
リ
ラ
ッ
ク
ス
効
果
を

高
め
た
り
︑
ホ
ル
モ
ン
バ
ラ
ン
ス
を

整
え
た
り
と
︑
そ
の
成
分
が
遺
憾
な

く
発
揮
さ
れ
て
い
ま
す
︒
１
本
の
バ

ラ
は
﹁
一
目
惚
れ
﹂︑
３
本
の
バ
ラ

は﹁
愛
し
て
る
﹂︑11
本
の
バ
ラ
は﹁
最

愛
の
人
﹂︑
21
本
の
バ
ラ
は
﹁
真
実

の
愛
﹂︑
99
本
の
バ
ラ
は
﹁
永
遠
の

愛
﹂︑
と
贈
る
相
手
に
そ
の
本
数
で

愛
情
が
推
し
量
れ
る
の
も
バ
ラ
な
ら

で
は
の
凄
技
で
す
︒﹁
千
万
拝
謝
﹂

に
も
勝
る
︑
率
直
な
感
情
の
伝
達
手

段
か
も
知
れ
ま
せ
ん
︒
▼
古
代
エ
ジ

プ
ト
王
朝
最
後
の
フ
ァ
ラ
オ
・
女
王

﹁
ク
レ
オ
パ
ト
ラ
﹂
が
愛
し
た
と
い

う
バ
ラ
は
︑
２
千
年
超
の
時
空
を
超

え
て
現
代
人
の
心
を
も
捉
え
て
や
ま

な
い
﹁
美
﹂
の
象
徴
な
の
か
も
知
れ

ま
せ
ん
ね
！ 

（
山
崎
薫
）

こ
ち
ら
広
報
室
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気
象
庁
で
は
︑
土
砂
災
害

や
洪
水
︑
浸
水
と
い
っ
た
大

雨
災
害
の
危
険
度
の
高
ま
り

を
詳
細
に
把
握
し
︑
避
難
等

の
判
断
に
役
立
て
て
も
ら
う

た
め
に
︑﹁
危
険
度
分
布
﹂

を
常
時
10
分
ご
と
に
提
供
し

て
い
ま
す
（
図
２
）︒

　

気
象
庁
で
は
平
成
30
年
10

月
︑
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
向
け

ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
を
新
設
し
ま

し
た
︒
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で

気
象
庁
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
に
ア

ク
セ
ス
す
る
と
︑
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
向
け
ペ
ー
ジ
を
自
動

的
に
表
示
︒
危
険
度
分
布
の

バ
ナ
ー
か
ら
ワ
ン
タ
ッ
チ
で
︑

自
分
が
現
在
い
る
場
所
の
危

険
度
分
布
が
表
示
で
き
ま
す

（
図
３
）︒

　

ま
た
︑
今
年
７
月
か
ら
は

一
部
事
業
者
で
︑
危
険
度
分

布
等
が
示
す
危
険
度
の
変
化

を
伝
え
る
﹁
プ
ッ
シ
ュ
型
の

通
知
サ
ー
ビ
ス
﹂
が
始
ま
っ

①�

危
険
が
想
定
さ
れ
る
運
行

ル
ー
ト
は
避
け
る

　

表
１
で
は
︑
雨
の
強
さ
と

降
り
方
を
ま
と
め
て
い
ま
す
︒

近
年
︑
大
雨
の
中
で
も
︑
特

に
１
時
間
に
50
㍉
以
上
の
降

水
量
と
な
る
短
時
間
強
雨

（
い
わ
ゆ
る
﹁
集
中
豪
雨
﹂）

の
発
生
件
数
が
増
加
傾
向
に

あ
り
ま
す
︒
こ
う
し
た
非
常

に
激
し
い
雨
に
見
舞
わ
れ
る

こ
と
に
よ
っ
て
︑
次
の
よ
う

な
危
険
の
発
生
が
考
え
ら
れ

　

表
２
は
︑
風
の
強
さ
と
吹

き
方
を
ま
と
め
た
も
の
で
す
︒

平
均
風
速
15
～
20
㍍
毎
秒
の

風
が
吹
く
と
︑
歩
行
者
が
転

倒
し
た
り
︑
高
速
道
路
で
の

車
の
運
転
に
支
障
が
出
始

め
︑
さ
ら
に
強
く
な
る
と
建

物
の
損
壊
︑
交
通
障
害
な
ど

社
会
に
甚
大
な
被
害
を
も
た

ら
し
ま
す
︒
風
速
25
㍍
毎
秒

を
超
え
て
く
る
と
︑
走
行
中

の
ト
ラ
ッ
ク
が
横
転
す
る
危

険
が
出
て
き
ま
す
︒
最
大
風

速
が
40
㍍
毎
秒
を
超
え
る

令
す
る
避
難
勧
告
等
よ
り
も

先
に
発
令
さ
れ
ま
す
︒
こ
の

た
め
︑
警
戒
レ
ベ
ル
３
・
４

に
相
当
す
る
防
災
気
象
情
報

が
発
令
さ
れ
た
際
に
は
︑
避

難
勧
告
等
が
発
令
さ
れ
て
い

な
く
て
も
危
険
度
分
布
や
河

川
の
水
位
情
報
等
を
用
い
て

避
難
の
判
断
を
し
て
く
だ
さ

い
︒

ま
す
︒

・ 

視
界
不
良
に
よ
る
交
通
事

故
・ 

出
水
に
よ
る
通
行
不
能
︑

道
路
決
壊

・ 

河
川
の
氾
濫
や
土
砂
崩
れ

に
よ
る
車
両
の
埋
没
︑
転

落

　

ド
ラ
イ
バ
ー
と
し
て
は
︑

こ
う
し
た
危
険
が
想
定
さ
れ

る
運
行
ル
ー
ト
は
通
行
を
回

避
し
︑
安
全
な
場
所
で
待
機

す
る
こ
と
が
必
要
で
す
︒

②�

ア
ン
ダ
ー
パ
ス
な
ど
の
通
行

を
控
え
る

　

冠
水
す
る
恐
れ
が
あ
る
ア

ン
ダ
ー
パ
ス
（
立
体
交
差
で

掘
り
下
げ
式
に
な
っ
て
い
る

下
の
道
路
）
や
地
下
ト
ン
ネ

ル
な
ど
の
通
行
は
避
け
ま
し

ょ
う
︒
ト
ラ
ッ
ク
だ
か
ら
大

丈
夫
と
思
っ
て
い
て
も
︑
前

を
走
る
乗
用
車
が
動
か
な
く

な
れ
ば
︑
危
険
な
状
態
に
陥

り
ま
す
︒

　

万
一
︑
冠
水
路
で
車
が

動
か
な
く
な
っ
た
場
合
は
︑

速
や
か
に
車
か
ら
降
り
て
脱

出
し
ま
し
ょ
う
︒

　

な
お
︑
万
一
の
水
没
な
ど

に
備
え
て
︑
脱
出
用
の
ハ
ン

マ
ー
（
窓
ガ
ラ
ス
を
割
る
）

や
カ
ッ
タ
ー
（
シ
ー
ト
ベ
ル

ト
を
切
る
）
な
ど
を
用
意
し

て
お
き
ま
し
ょ
う
︒

①
事
前
に
情
報
を
収
集
す
る

　

台
風
や
大
雨
な
ど
の
異
常

気
象
の
際
に
は
︑
図
１
で
示

し
た
よ
う
な
情
報
が
気
象
庁

な
ど
か
ら
発
令
さ
れ
ま
す
︒

異
常
気
象
が
予
測
さ
れ
る
場

合
は
︑
事
前
に
運
行
ル
ー
ト

や
目
的
地
の
気
象
情
報
を
収

集
す
る
と
と
も
に
︑
運
行
管

理
者
等
か
ら
運
行
の
中
止
や

迂
回
路
等
に
つ
い
て
指
示
を

仰
ぎ
ま
し
ょ
う
︒

②�

運
行
途
中
で
異
常
気
象
に

遭
遇
し
た
時
は
事
業
所
に

　

近
年
︑
集
中
豪
雨
や
台
風

等
に
よ
る
被
害
が
相
次
い
で

発
生
し
て
お
り
︑
ま
た
︑
雨

の
降
り
方
が
局
地
化
︑
集
中

化
︑
激
甚
化
し
て
い
ま
す
︒

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
︑

内
閣
府
（
防
災
担
当
）
で
は

今
年
３
月
︑﹁
避
難
勧
告
等

に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
﹂

を
改
定
︒﹁
５
段
階
の
警
戒

レ
ベ
ル
﹂
を
明
記
し
た
形
で

の
防
災
情
報
の
提
供
が
始
ま

連
絡
す
る

　

運
行
途
中
で
異
常
気
象
に

遭
遇
し
た
場
合
は
︑
安
全
な

場
所
に
避
難
し
ま
す
︒
そ
し

て
︑必
ず
事
業
所
に
連
絡
し
︑

運
行
の
継
続
や
中
止
の
指
示

を
受
け
ま
す
︒

　

ド
ラ
イ
バ
ー
の
判
断
で
無

理
を
し
て
運
転
を
継
続
す
る

こ
と
は
︑
事
故
の
リ
ス
ク
を

大
き
く
す
る
だ
け
で
す
か

ら
︑
独
断
で
行
動
を
し
て
は

な
り
ま
せ
ん
︒

っ
て
い
ま
す
︒

　

図
１
で
は
︑
危
険
度
の
高

ま
り
に
応
じ
て
段
階
的
に
気

象
庁
な
ど
か
ら
発
令
さ
れ
る

防
災
気
象
情
報
と
︑
警
戒
レ

ベ
ル
発
表
時
に
住
民
が
取
る

べ
き
行
動
を
ま
と
め
て
い
ま

す
︒
自
治
体
か
ら
﹁
避
難
勧

告
﹂（
警
戒
レ
ベ
ル
４
）や﹁
避

難
準
備
・
高
齢
者
等
避
難
開

始
﹂（
警
戒
レ
ベ
ル
３
）
等
が

発
令
さ
れ
た
際
に
は
︑
速
や

か
に
避
難
行
動
を
取
っ
て
く

だ
さ
い
︒
一
方
で
︑
多
く
の

場
合
︑
気
象
庁
に
よ
る
防
災

気
象
情
報
は
︑
自
治
体
が
発

❶
異
常
気
象
時
の
措
置
の
基
本

❸
運
行
中
に
気
象
情
報
を
得
る
た
め
に
は

❹
豪
雨
時
の
対
応

❺
強
風
時
の
対
応

　

昨
年
は
︑﹁
平
成
30
年
７
月
豪
雨
﹂
の
発
生
に
よ
り
西

日
本
を
中
心
に
記
録
的
な
大
雨
と
な
り
︑
土
砂
災
害
や

河
川
の
氾
濫
な
ど
甚
大
な
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
︒
ま

た
︑
９
月
に
は
台
風
第
21
号
・
第
24
号
の
接
近
・
通
過

に
伴
い
︑
各
地
で
暴
風
や
高
潮
に
よ
る
被
害
が
発
生
し

ま
し
た
︒

　

異
常
気
象
の
際
に
は
︑
普
段
通
り
の
安
全
運
転
が
で

き
な
く
な
る
恐
れ
が
あ
る
た
め
︑
気
象
状
況
の
変
化
に

注
意
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
︒
ド
ラ
イ
バ
ー
は
︑
運

行
中
に
異
常
気
象
に
見
舞
わ
れ
た
場
合
に
は
︑
適
切
な

処
置
を
取
り
︑
安
全
な
運
行
を
確
保
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
︒

　

こ
こ
で
は
︑
全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
﹃
事
業
用
ト
ラ
ッ

ク
ド
ラ
イ
バ
ー
研
修
テ
キ
ス
ト
﹄
や
気
象
庁
の
資
料
を

基
に
︑
異
常
気
象
時
に
取
る
べ
き
措
置
に
つ
い
て
紹
介
し

ま
す
︒
な
お
︑同
テ
キ
ス
ト
は
全
ト
協
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（
Ｈ

Ｐ
）
よ
り
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
会

員
専
用
）︒

図１　今年から運用が開始された「5段階の警戒レベル」と取るべき行動

警戒
レベル 気象状況 気象庁等から発令される

防災気象情報 市町村の対応 住民が取るべき行動

1 大雨の数日～
約 1日前

早期注意情報
（警報級の可能

性）
災害への心構えを高める

2 大雨の半日～
数時間前

大雨注意報・
洪水注意報 氾濫注意情報 ハザードマップ等で避難行

動を確認

3 大雨の数時間～
2時間程度前

大雨警報・
洪水警報 氾濫警戒情報 避難準備・高齢者

等避難開始

土砂災害警戒区域等や急激
な水位上昇の恐れがある河
川沿いにお住まいの方は、
避難準備が整い次第、避難
開始。高齢者等は速やかに
避難

4 土砂災害
警戒情報 氾濫危険情報

避難勧告
【速やかに避難】危険な区
域の外の少しでも安全な場
所に速やかに避難

避難指示
（緊急）

【避難を完了】道路冠水や
土砂崩れにより、既に避難
が困難となっている恐れが
あり、この状況になる前に
避難を完了しておく

5 数十年に一度の
大雨 大雨特別警報 氾濫発生情報 災害発生情報

【命を守るための最善の行
動をとる】大雨特別警報発
表時は、災害が起きないと
思われているような場所で
も危険度が高まる異常事態
であることを踏まえて対応
する

（内閣府「避難勧告等に関するガイドライン」、気象庁資料等を基に編集部作図）

て
い
ま
す
︒
大
雨
時
に
速
や

か
に
避
難
が
必
要
と
さ
れ
る

警
戒
レ
ベ
ル
４
に
相
当
す
る

危
険
度
分
布
の
﹁
非
常
に
危

険
（
う
す
紫
）﹂
な
ど
︑
大

雨
災
害
の
危
険
度
の
高
ま
り

が
メ
ー
ル
や
ス
マ
ホ
ア
プ
リ

で
通
知
さ
れ
ま

す
︒

　

な
お
︑
同
サ

ー
ビ
ス
の
詳
細

に
つ
い
て
は
気

象
庁
Ｈ
Ｐ
を

ご
確
認
く
だ
さ

い
︒

と
︑
電
柱
が
倒
れ
た
り
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
︒

　

ま
た
︑台
風
の
周
辺
で
は
︑

暖
か
い
空
気
が
流
れ
込
ん
で

大
気
の
状
態
が
不
安
定
と
な

り
︑
活
発
な
積
乱
雲
が
発
生

し
て
竜
巻
等
の
激
し
い
突
風

を
伴
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
︒

　

ト
ラ
ッ
ク
は
横
風
の
影
響

を
受
け
や
す
く
︑
ハ
ン
ド
ル

を
と
ら
れ
た
り
横
転
す
る
危

険
が
あ
り
ま
す
か
ら
︑
横
風

が
強
い
時
も
慎
重
な
運
転
が

必
要
で
す
︒
特
に
︑
橋
の
上

で
は
風
が
さ
ら
に
強
く
な
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
︒
強
風
時

に
橋
を
渡
る
時
は
︑
横
転
の

危
険
を
考
え
て
慎
重
に
対
応

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
︒

募集人員 32 人

受講資格

①（一社）東京都トラック協会会員事業者の役員またはその社
員で、経営管理職の経験３年以上の方、もしくはこれに準
ずる方

②関東トラック協会会員事業者の役員またはその社員で、経営
管理職の経験３年以上の方、もしくはこれに準ずる方

③その他、特に会長が認めた方

申込期間 令和元年 8月15日（木）～9月30日（月）

申し込み
先

募集パンフレットに付属の受講申込書（東京都トラック協会ホー
ムページ［HP］よりダウンロード可能）に必要事項を記載の上、
所属支部（関東各県トラック協会会員の場合は所属協会）を経
由し、東ト協教育研修部宛てに FAXで申し込む（その他の方は
直接教育研修部へ）
※募集パンフレットは東ト協各支部にも配布してあります。

研修期間 令和元年 10月 24日（木）～令和 2年 7月 22日（水）
※修了式は令和 2年 9月 3日（木）

授業時間 総計 116時間

受講料
⑴東ト協会員事業者の役員およびその社員：�35 万円（税込み）
⑵関ト協会員事業者の役員およびその社員：�35 万円（税込み）
⑶その他：40万円（税込み）

授業予定
日時・場

所

日時：原則として水曜日　13時 30分～ 17時 45分
　　　（※講師の都合により曜日・時間変更の場合あり）
場所：東京都トラック総合会館研修室　他

問い合わ
せ先

（一社）東京都トラック協会�教育研修部
〒 160-0004�東京都新宿区四谷 3-1-8
☎ 03-3359-4137 ／ FAX�03-3359-6020

※年間時間割およびカリキュラムや申し込み方法等の詳細は東ト協 HPを参照。

第20期「物流経営士資格認定講座」受講生を募集
申し込みは8月15日㈭〜9月30日㈪まで

東京都トラック協会

集
中
豪
雨
・
大
型
台
風
に
厳
重
な
警
戒
を

台
風
・
大
雨
へ
の
備
え
を
徹
底
し
ま
し
ょ
う

❷
警
戒
レ
ベ
ル
情
報
に
気
を
付
け
て

早
め
の
行
動
を

図２　危険度分布

表２　風の強さと吹き方
風の強さ
（予報用語）

平均風速
（m/s） 屋外・樹木の様子 走行中の車

やや
強い風

10以上
15未満

樹木全体が揺れ始める。
電線が揺れ始める

道路の吹き流しの角度が水平
になり、高速道路運転中では
横風に流される感覚を受ける

強い風 15以上
20未満

電線が鳴り始める。看板や
トタン板が外れ始める

高速道路運転中では、横風
に流される感覚が大きくなる

非常に
強い風

20以上
25未満 細い木の幹が折れたり、

根の張っていない木が倒
れ始める。看板が落下・
飛散する。道路標識が傾
く

通常の速度で運転するのが
困難になる

25以上
30未満

走行中のトラックが横転する
猛烈な風

30以上
35未満
35以上
40未満 多くの樹木が倒れる。電柱や

街灯で倒れるものがある。ブ
ロック壁で倒壊するものがある40以上

※気象庁ホームページを参考として作表

表１　雨の強さと降り方
雨の強さ（予報用語） 1時間雨量�（mm） 屋外の様子 車に乗っていて

やや強い雨 10以上 20未満 地面一面に水たまりができ
る

―
強い雨 20以上 30未満 ワイパーを速くしても見づらい

激しい雨 30以上 50未満 道路が川のようになる
高速走行時、車輪と路面の間
に水膜が生じブレーキが効かなく
なる（ハイドロプレーニング現象）

非常に激しい雨 50以上 80未満 水しぶきであたり一面が白
っぽくなり、視界が悪くなる 車の運転は危険

猛烈な雨 80以上

※気象庁ホームページを参考として作表

図３

バナーからワンタッチで
危険度分布を表示

位置情報をもとに
自分のいる場所の
危険度を表示

バナー
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※死亡事故件数は事業用貨物自動車が第一当事者となるものであり、軽自動車によるものを除く〈出典：（公財）交通事故総合分析センター〉
※車両台数はトレーラ及び軽自動車を除く営業用貨物自動車の保有数（2018年 12月末現在）〈出典：（一財）自動車検査登録情報協会〉
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・事業用トラックが第１当事者となる交差点における対歩行者、対自転車の死亡事故（６４件）は、全死亡事故の１/ ４。
・直進死亡事故は、６割以上が対歩行者（１４件）であり、対歩行者の５割が大型車。対自転車（８件）の６割以上が準中型車。
・左折死亡事故は、９割以上が対自転車（２６件）であり、対自転車の８割以上が大型車。
・右折死亡事故は、６割が対歩行者（９件）であり、対歩行者の５割以上が大型車。

交差点における死亡事故（対歩行者・対自転車別）

大　型：1件
中　型：0件
準中型：0件
普　通：0件

交差点ー歩行者 交差点での右左折及び直進時の対歩行者事故（右図参照）

交差点での右左折及び直進時の対自転車事故（右図参照）

上記以外の交差点での対四輪車・二輪車事故（追突除く）

上記以外の正面衝突時の車両相互（自転車含む）事故、
車両単独事故、交差点以外での対人事故

対二輪車・自転車を含む追突事故

交差点ー自転車

交差点ーその他

追突

その他

大　型：22件
中　型：  4 件
準中型：  0 件
普　通：  0 件

大　型：  5 件
中　型：  1 件
準中型：  3 件
普　通：  0 件

大　型：1件
中　型： 1 件
準中型： 5 件
普　通：１件

大　型：7件
中　型：5件
準中型：2件
普　通：0件

大　型：3件
中　型：2件
準中型：1件
普　通：0件

大　型：車両総重量 11t 以上
中　型：7.5t 以上 11t 未満
準中型：3.5t 以上 7.5t 未満
普　通：3,5t 未満

6
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14

26

8

1

※本統計データに軽自動車は含まない

※

※発進、追越・追抜、
　進路変更、その他を含む
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右折時は歩行者に注意！！大型車の左折時は特に自転車に注意！！

　

125件
49% 16件

6%

48件
19%

その他

交差点一その他

死亡事故件数
253件
（2018 年）

追突

〈出典：（公財）交通事故総合分析センター〉

交差点一対自転車

交差点一対歩行者

40件
16%

24件
10%

死亡事故データ（車籍別発生状況）
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営業用トラックの数値目標の設定
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飲酒運転   うち事故件数（件）※

5858 3434 3535 2424 3232 3030 3333 00

※「飲酒運転」は「道路交通法違反取締件数」の数値で、「酒酔い運転」および「酒気帯び運転」が含まれる。
〈出典：警察庁「交通事故統計」および（公財）交通事故総合分析センター「交通統計」〉
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「トラック事業における総合安全プラン 2020」と目標値達成状況□

□ 

□
　人身事故件数が減少傾向にある中で、飲酒運転による交通事故件数も減少
しており、特に、死者数は 2017（平成 29）年では 5年ぶりに増加したが、18
（30）年は減少に転じている。しかし、飲酒運転件数は昨年より増加しており、
トラック運送業界の社会的信頼性を失墜させかねない憂慮すべき状況が依然
として続いている。

車籍が埼玉、茨城、静岡の死亡事故は、すべて他県で発生している。
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車籍別死亡事故件数

□

平成30年の交通事故統計分析結果掲
示
用 ～車籍別・事業用トラックが第１当事者となった死亡事故～
全日本トラック協会はこのほど、事業用トラックが第 1当事者となった死亡事故件数を、

都道府県ナンバー別（車籍別）に 1万台当たりの数値に換算し、平成 27年～ 30年の 4か年
の推移を示したデータを公表した。
　それによると、全国平均では、27年の 2.5件から年々減少傾向をみせ、28年および 29年
は2.1件だったが、30年はさらに減少し2.0件を下回り1.9件となった。ただし、全ト協は「ト
ラック事業における総合安全プラン 2020」（プラン 2020）において、死亡事故件数目標を
全国平均で車両１万台当たり「1.5 件」に設定しており、今後、各都道府県トラック協会に

おいては、数値目標を達成できるよう、さらなる交通事故防止対策に取り組むことが求めら
れる。
　また、データを都道府県別にみると 1.5 件の数値目標をクリアできたのは 21都県で、特
に秋田、石川、島根、宮崎、沖縄はゼロを達成し、沖縄県は 3年連続。車籍別の発生状況では、
車籍地（県内）での死亡事故は 95 件、他県での死亡事故は 158 件となっている。 
　なお、このデータは全ト協ホームページ内「平成 30年の交通事故統計分析結果（確定版）」
に掲載されており、ダウンロードが可能。

車両1万台当たりの死亡事故件数
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